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は し が き  

 

（１） この年報は、安芸市消防行政をひろく一般に紹介するとともに、将来        

の参考に資するため、令和６年中の本市消防の現勢及び業務の内容、

火災状況等を集録編さんいたしました。  

 

 

（２） この統計中、火災統計、救急統計、警防活動状況は暦年（１月～１２    

月）とし、その他の事項については、令和７年４月１日現在をもって

集録しましたが、これによらないものについては、必要に応じ表右上

に調査年月日を示しました。  

 

 

（３） この年報の世帯数人口等は安芸市市民保険課の統計資料によるもので

あります。  
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安芸市消防の沿革 

本市は昭和２９年８月１日市町村合併促進法に基づき１町７村（安芸町・伊尾木村・川北村・土居村・井

ノ口村・畑山村・東川村・赤野村）が合併した高知市以東に於ける市街地を形成する人口３万余名の田園都

市として発足。 

本市は昭和２９年８月１日消防団結成と共に初代団長に野町紀稔之助氏が就任。分団数１０ヶ分団（伊尾

木分団・川北分団・東川分団・安芸分団・中央分団・土居分団・井ノ口分団・畑山分団・穴内分団・赤野分

団）団員総数３１４名、消防ポンプ自動車５台、手引動力ポンプ４台、小型動力ポンプ１台、合計口数１５

口の消防力で発足した。 

昭和３０年 ３月 ７日  国家消防本部長より表彰竿頭綬を授与。 

昭和３１年 ４月 ７日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、穴内分団へ配置。 

昭和３１年 ４月 ７日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、井ノ口分団へ配置。 

昭和３１年 ６月 ５日  小型動力ポンプＢ２級購入、赤野分団へ配置。 

昭和３３年 ８月 １日  消防団員定数条例改正（定員３１４名を２８２名）。 

昭和３４年 ４月 ７日  高知県知事より旗旌を授与。 

昭和３６年 ２月２６日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、中央分団へ配置。 

昭和３６年 ７月１０日  小型動力ポンプＢ２級購入、伊尾木分団下山班へ配置。 

昭和３６年 ７月１１日  小型動力ポンプＢ２級購入、畑山分団へ配置。 

昭和３６年１２月１３日  消防ポンプ自動車購入、赤野分団へ配置。 

昭和３８年 ３月２７日  搬送車購入、畑山分団へ配置。 

昭和３８年 ８月１５日  消防指令車購入、消防本部へ配置。 

昭和３８年１２月 ５日  消防用超短波無線機基地局及び車載用移動局１基購入。 

昭和３９年 ８月 ５日  小型動力ポンプＢ２級購入、東川分団大井地区へ配置。 

昭和３９年 ８月 ５日  小型動力ポンプＢ２級購入、畑山分団上尾川地区へ配置。 

昭和３９年 ８月１８日  小型動力ポンプＢ２級購入、畑山分団和田地区へ配置。 

昭和４０年 ２月 ２日  小型動力ポンプＢ２級購入、穴内分団へ配置。 

昭和４０年 ４月 １日  政令１０７号により消防本部・消防署の設置の義務付け。 

昭和４０年 ４月２６日  小型動力ポンプＢ２級購入、川北分団江川班へ配置。 

昭和４０年 ９月２９日  消防ポンプ自動車購入、消防本部・消防署発足時に配置。 

昭和４１年 ３月 １日  搬送車購入、伊尾木分団下山班へ配置。 

昭和４１年１１月 ４日  消防用超短波無線機移動用５Ｗ購入、消防署、消防ポンプ自動車に積載。 

昭和４２年 ４月 １日  消防本部・消防署、職員１７名で発足。 

初代消防長に山﨑初男氏（市長）就任。 

本部次長兼署長に小松亦吾郎氏就任。 

昭和４２年１０月１５日  県知事より、表彰竿頭綬を授与。 

昭和４２年１０月１８日  小型動力ポンプＢ２級購入、井ノ口分団内原野地区へ配置。 

昭和４２年１２月 ５日  消防庁舎新築工事着工。 

昭和４３年 ３月 ７日  消防庁長官より表彰旗授与。 

昭和４３年 ６月１０日  消防庁舎新築工事完成。 

昭和４３年 ７月３１日  初代消防団長野町紀稔之助氏退任。 

昭和４３年 ８月 １日  ２代目消防団長に畑山丈藏氏就任。 
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昭和４３年 ９月３０日  小型動力ポンプＢ２級購入、赤野分団へ配置。 

昭和４４年１１月１４日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、消防本部へ配置。 

昭和４５年 ９月 １日  小型動力ポンプＢ２級購入、東川分団へ配置。 

昭和４５年１２月２０日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、川北分団へ配置。 

昭和４６年 １月 ８日  救急車Ｂ級日本損害保険協会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和４６年 ４月 １日  救急業務開始。 

昭和４６年 ４月 １日  救急業務開始にともない、職員７名増員、定員２４名。 

昭和４６年１１月 ８日  消防ポンプ自動車Ａ１級、日本損害保険協会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和４７年 ３月１０日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、伊尾木分団へ配置。 

昭和４７年 ７月 ７日  運搬車日産Ｃ２４０型式購入、消防本部へ配置。 

昭和４７年 ９月１２日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、土居分団へ配置。 

昭和４７年１０月     職員１名退職。実員２３名。 

昭和４７年１２月 １日  職員１名採用。実員２４名。 

昭和４８年 ４月 １日  小型動力ポンプＢ２級購入、東川分団古井地区へ配置。 

昭和４８年１２月１０日  消防ポンプ自動車Ａ２級購入、穴内分団へ配置。 

昭和４９年 ７月２６日  小型動力ポンプＢ２級購入、伊尾木分団下山班へ配置。 

昭和４９年 ９月 ４日  初代消防長山﨑初男氏（市長）退任。 

昭和４９年 ９月 ５日  ２代目消防長に岡村喜郎氏（市長）就任。 

昭和４９年 ９月２５日  消防ポンプ自動車ＢＳ－Ⅰ型購入、井ノ口分団へ配置。 

昭和５０年 ３月３１日  本部次長兼消防署長小松亦吾郎氏退任。実員２３名。 

昭和５０年 ４月 １日  本部次長兼消防署長に伊藤嘉幸氏就任。 

職員１名採用。実員２４名。 

昭和５０年１２月２４日  中央分団屯所完成。 

昭和５１年 ３月３１日  ２代目消防長岡村喜郎氏（市長）退任。 

昭和５１年 ４月 １日  ３代目消防長に伊藤嘉幸氏就任（本部次長・消防署長兼務）。 

昭和５１年 ７月２４日  小型動力ポンプＢ２級購入、丸石地区へ配置。 

昭和５１年 ７月３１日  ２代目消防団長畑山丈藏氏退任。 

昭和５１年 ８月 １日  ３代目消防団長に岡村幸一氏就任。 

昭和５１年１２月 ３日  水槽付消防ポンプ自動車１－Ａ型購入、消防本部へ配置。 

昭和５２年 １月１０日  救急自動車２Ｂ型、日本自動車工業会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和５３年 １月３１日  サイレン遠隔制御装置設置（子局１１ヶ所）。 

昭和５３年 ３月１１日  井ノ口分団屯所完成。 

昭和５３年 ４月 １日  職員３名採用、市役所へ１名出向。実員２６名。 

昭和５３年 ４月１５日  川北分団車庫完成（川北公民館と併用）。 

昭和５３年 ５月１３日  消防指令車購入、消防本部へ配置。 

昭和５３年１１月２６日  穴内分団屯所完成。 

昭和５４年 ３月３１日  専任消防長に伊藤嘉幸氏就任。 

昭和５４年 ４月 １日  本部次長兼消防署長に森澤民平氏就任。 

昭和５４年 ４月 １日  芸西村消防業務一部受託（予防・救急）にともない職員１１名採用、市役所へ

２名出向。実員３５名。 

昭和５４年 ７月 ７日  小型動力ポンプＢ２級購入、川北分団江川班へ配置。 
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昭和５４年１２月 １日  救急自動車２Ｂ型、日本自動車工業会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和５４年１２月１２日  畑山分団屯所落成。 

昭和５４年１２月２７日  消防ポンプ自動車ＢＳ－Ⅰ型購入、赤野分団へ配置。 

昭和５５年 ２月１５日  救急指令装置を設置。 

昭和５５年 ７月３１日  ３代目消防団長岡村幸一氏退任。 

昭和５５年 ８月 １日  ４代目消防団長に岡林重夫氏就任。 

昭和５５年 ８月１９日  小型動力ポンプＢ２級購入、東川分団奈比賀地区へ配置。 

昭和５６年 ２月１０日  消防ポンプ自動車ＢＳ－Ⅰ型購入、中央分団へ配置。 

昭和５６年 ７月２７日  小型動力ポンプＢ２級購入、畑山分団和田地区へ配置。 

昭和５６年 ９月３０日  消防ポンプ自動車ＢＳ－Ⅰ型購入、畑山分団へ配置。 

昭和５６年１１月 ７日  畑山分団車庫増設。 

昭和５７年 １月２９日  中央分団車庫増設。 

昭和５７年 ３月２５日  搬送車２台購入、中央分団・井ノ口分団へ配置。 

昭和５７年 ４月 １日  職員１名採用、市役所へ１名出向。実員３５名。 

昭和５７年 ４月２８日  高知県知事より表彰旗授与。 

昭和５７年 ７月 ６日  小型動力ポンプＢ３級購入、東川分団大井地区へ配置。 

昭和５７年１０月１０日  東川分団車庫完成。 

昭和５７年１０月２８日  消防ポンプ自動車ＢＳ－Ⅰ型購入、東川分団へ配置。 

昭和５８年 ２月２４日  赤野分団車庫増設。 

昭和５８年 ２月２８日  搬送車２台購入、赤野分団・土居分団へ配置。 

昭和５８年 ４月 １日  職員１名採用、市役所へ１名出向。実員３５名。 

昭和５８年 ６月     職員１名退職。実員３４名。 

昭和５８年 ７月２９日  小型動力ポンプＢ３級購入、畑山分団上尾川地区へ配置。 

昭和５８年 ８月 ８日  軽可搬消防ポンプ消防本部へ配置。 

昭和５９年 ２月１０日  穴内分団車庫増設。 

昭和５９年 ２月２０日  搬送車２台購入、穴内分団・川北分団へ配置。 

昭和５９年 ２月２２日  東川分団奈比賀地区格納庫完成。 

昭和５９年 ３月３１日  本部次長兼消防署長森澤民平氏退任。実員３３名。 

昭和５９年 ４月 １日  本部次長兼消防署長に島﨑賀行氏就任（市役所より出向）。実員３４名。 

昭和５９年 ６月１７日  小型動力ポンプＢ３級購入、井ノ口分団内原野地区へ配置。 

昭和５９年 ９月２８日  消防ポンプ自動車ＢＤ－１型、日本損害保険協会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和５９年１１月２９日  救急自動車２Ｂ型、日本自動車工業会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和６０年 ２月２８日  搬送車購入、安芸分団へ配置。 

昭和６０年 ３月２２日  安芸分団屯所完成。 

昭和６０年 ３月３１日  ３代目消防長伊藤嘉幸氏退任。実員３３名。 

昭和６０年 ４月 １日  ４代目消防長に山﨑勲氏就任（市役所より出向）。実員３４名。 

昭和６０年 ６月     職員１名退職。実員３３名。 

昭和６０年 ８月２７日  広報車、日本消防協会より寄贈、消防本部へ配置。 

昭和６１年 ２月１８日  伊尾木分団屯所完成。 

昭和６１年 ３月 ６日  搬送車購入、伊尾木分団へ配置。 

昭和６１年 ４月 １日  職員２名採用。実員３５名。 
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昭和６１年１０月 ９日  搬送車購入、畑山分団へ配置。 

昭和６２年 ３月２６日  川北分団江川班屯所完成。 

昭和６２年 ３月３１日  本部次長兼消防署長島崎賀行氏市役所へ。 

昭和６２年 ４月 １日  仙頭齊氏本部次長に就任。 

  楠瀬要一氏消防署長に就任。 

             市役所より元消防職員１名補充。実員３５名。 

昭和６２年１１月１１日  東川分団奈比賀地区消防車庫完成。 

昭和６２年１１月１１日  東川分団奈比賀地区に運搬車配置。 

昭和６３年 ３月 ５日  救急車２Ｂ型、日本損害保険協会より寄贈。 

昭和６３年 ３月２５日  伊尾木分団下山班屯所完成。 

昭和６３年 ７月３１日  ４代目消防団長岡林重夫氏退任。 

昭和６３年 ８月 １日  ５代目消防団長に吉永秀昭氏就任。 

昭和６３年１２月１４日  搬送車２台購入、川北分団江川班・伊尾木分団下山班へ配置。 

平成 元年 ３月３１日  土居分団屯所完成。 

平成 元年 ３月３１日  サイレン遠隔制御装置子局下尾川へ設置。 

平成 元年 ９月     職員１名退職。実員３４名。 

平成 ２年 ３月３１日  川北分団屯所完成。 

平成 ２年 ４月 １日  職員２名採用。市役所へ１名出向。実員３５名。 

平成 ２年１１月２０日  消防ポンプ自動車ＢＤ―Ⅰ型購入、安芸分団へ配置。 

平成 ３年 ３月２９日  水槽付消防ポンプ自動車購入、消防本部へ配置。 

平成 ３年 ４月 １日  職員１名採用、実員３６名。 

平成 ３年１１月１３日  消防ポンプ自動車ＢＤ―Ⅰ型購入、川北分団へ配置。 

平成 ４年 ３月３１日  ４代目消防長山﨑勲氏退任。実員３５名。 

平成 ４年 ４月 １日  ５代目消防長に仙頭齊氏就任。 

  本部次長兼消防署長に楠瀬要一氏就任。 

  消防職員２名採用、市役所へ１名出向。実員３６名。 

平成 ４年１０月２７日  消防ポンプ自動車ＢＤ―Ⅰ型購入、伊尾木分団へ配置。 

平成 ４年１１月２５日  小型動力ポンプＢ３級購入消防本部へ配置。 

平成 ５年 ４月 １日  職員２名採用、実員３８名。 

平成 ６年 １月１７日  消防ポンプ自動車ＢＤ―Ⅰ型２台購入、土居分団・穴内分団へ配置。 

平成 ６年 ３月 ７日  消防団緊急伝達システム装置（基地局１・子局１７）設置。 

平成 ６年 ３月２８日  高規格救急車パラメディック及び資機材、日本損害保険協会より寄贈、消防本

部へ配置。 

平成 ６年 ３月３１日  ５代目消防長仙頭齊氏退任。 

本部次長兼消防署長楠瀬要一氏退任。 

職員１名退職。実員３５名。 

平成 ６年 ４月 １日  ６代目消防長に森田修一氏就任。（市役所より出向） 

             本部次長兼消防署長に横山壽美男氏就任。 

  消防職員２名増員、定員３８名。 

平成 ６年 ８月 ９日  畑山分団上尾川地区格納庫完成。 

平成 ７年 ３月 ８日  消防団緊急伝達システム装置子局穴内へ設置。 
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平成 ７年 ４月 １日  職員２名採用、市役所へ１名出向、実員３９名。 

平成 ７年 ５月３０日  予防広報車購入、消防本部へ配置。 

平成 ７年 ７月２１日  搬送車、石建守氏より寄贈、消防本部へ配置。 

平成 ７年 ７月２１日  救急車２Ｂ型、高知県共済農業協同組合連合会より寄贈、消防本部へ配置。 

平成 ７年 ８月 １日  消防ポンプ自動車ＣＤ―Ⅰ型、日本損害保険協会より寄贈、消防本部へ配置。 

平成 ７年１１月 １日  消防ポンプ自動車ＣＤ―Ⅰ型２台購入、井ノ口分団・赤野分団へ配置。 

平成 ８年 ２月 １日  高知県消防防災航空隊へ消防職員１名派遣。実員３８名。 

平成 ８年 ７月３１日  ５代目消防団長吉永秀昭氏退任。 

平成 ８年 ８月 １日  ６代目消防団長に五百藏溜氏就任。 

平成 ９年 ２月 ７日  中央分団屯所完成。 

平成 ９年 ３月 ６日  消防団緊急伝達システム装置（子局）大山岬へ設置。 

平成 ９年１２月２４日  消防ポンプ自動車ＣＤ―Ⅰ型２台購入、畑山分団・中央分団へ配置。 

平成１０年 １月 ７日  消防団緊急伝達システム装置（子局）津久茂町へ設置。 

平成１０年 ３月 ８日  東川分団屯所完成。 

平成１０年 ６月２４日  消防指揮車ＪＡ安芸市より寄贈、消防本部へ配置。 

平成１０年１１月１５日  消防ポンプ自動車ＣＤ―Ⅰ型購入、東川分団へ配置。 

平成１０年１２月 ８日  穴内分団屯所完成。 

平成１１年 ３月２６日  消防団緊急伝達システム装置（子局）穴内南へ設置。 

平成１１年 ４月 １日  高知県消防防災航空隊より消防職員１名戻り。実員３９名。 

平成１１年１２月２４日  畑山分団屯所完成。 

平成１２年 ３月 ７日  消防団緊急伝達システム装置（子局）川北南へ設置。 

平成１２年 ３月２９日  小型ポンプ付積載車購入、伊尾木分団下山班へ配置。 

平成１２年 ３月３１日  ６代目消防長森田修一氏市役所へ。実員３８名。 

平成１２年 ４月 １日  ７代目消防長に横山壽美男氏就任。 

             本部次長兼消防署長に小松精一氏就任。 

             職員２名採用、事務職員市役所より１名出向。実員４１名。 

平成１２年１１月２８日  井ノ口分団屯所完成。 

平成１３年 ３月２９日  消防団緊急伝達システム装置（子局）僧津へ設置。 

             小型ポンプ付積載車、穴内分団へ配置。 

平成１３年 ３月３１日  本部次長兼消防署長小松精一氏退任。実員４０名。 

平成１３年 ４月 １日  本部次長兼消防署長に大野雄康氏就任。 

平成１４年 ２月２５日  小型ポンプ付積載車、川北分団江川班へ配置。 

             江川班の運搬車を川北分団に配置。 

平成１４年 ３月３１日  事務職員１名市役所へ戻る。実員３９名。 

平成１４年 ４月 １日  職員２名採用、実員４１名。 

平成１４年１０月２４日  小型ポンプ付積載車、赤野分団へ配置。 

平成１５年 ３月３１日  職員１名退職。実員３９名。 

平成１５年 ４月 １日  職員１名採用、実員４０名。 

平成１５年 ７月３０日  井ノ口分団内原野地区格納庫完成。（建替） 

平成１６年 ３月３１日  職員１名退職。実員３９名。 

平成１６年 ６月２５日  室戸市消防本部より救急自動車２Ｂ型寄贈、（予備車）消防本部へ配置。 
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平成１６年 ７月３１日  ６代目消防団長五百藏溜氏退任。 

平成１６年 ８月 １日  ７代目消防団長に野町久壽昭氏就任。 

平成１７年 ２月 １日  高規格救急車ハイメディック、日本損害保険協会より寄贈、消防本部へ配置。 

平成１７年 ３月３１日  職員１名退職。実員３８名。 

平成１７年 ４月 １日  高知県消防防災航空隊へ消防職員１名派遣。実員３７名。 

平成１８年 ３月２７日  赤野分団屯所完成。 

平成１８年 ３月３１日  本部次長兼消防署長大野雄康氏退任。 

職員３名退職。実員３４名。 

平成１８年 ４月 １日  本部次長兼消防署長に有澤誠郎氏就任。 

事務職員市役所より１名出向。定員３８名、実員３５名。 

平成１９年 ２月 ９日  日本消防協会より表彰旗授与。 

平成１９年 ２月２１日  消防団緊急伝達システム装置（子局）井ノ口北へ設置。 

平成１９年 ３月３１日  職員１名退職。事務職員１名市役所へ戻る。実員３３名。 

平成１９年 ４月 １日  事務職員市役所より１名出向。職員２名採用、実員３６名。 

平成１９年１０月２２日  トヨタ救急車。全国共済農業協同組合連合会より寄贈。 

平成２０年 ３月３１日  ７代目消防長横山壽美男氏退任。職員１名退職。実員３４名。 

平成２０年 ４月 １日  ８代目消防長に有澤誠郎氏就任。 

本部次長兼消防署長に小松昌一氏就任。 

職員２名採用、実員３６名。 

平成２１年 ２月２７日  消防団指揮車。日本消防協会より寄贈、団本部へ配置。 

平成２１年 ３月３１日  ８代目消防長有澤誠郎氏退任。実員３５名。 

平成２１年 ４月 １日  ９代目消防長に小松敏伸氏就任。 

職員１名採用（市役所より出向）、高知県消防防災航空隊へ派遣していた消防

職員１名戻る。実員３８名。 

平成２１年１２月１５日  水槽付消防ポンプ自動車・水１－Ａ購入、消防本部へ配置。 

平成２２年１２月１０日  消防団小型動力ポンプ付軽消防自動車。日本損害保険協会より寄贈、団本部へ

配置。 

平成２３年 ２月２４日  救助工作車購入、消防本部へ配置。 

平成２３年 ２月２５日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入、安芸分団へ配置。 

平成２３年 ４月 １日  職員２名採用。実員４０名。 

平成２４年 ２月 ８日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入、川北分団へ配置。 

平成２４年 ３月３１日  職員４名退職。実員３６名。 

平成２４年 ４月 １日  職員４名採用。高知県消防防災航空隊へ１名出向。実員３９名。 

平成２４年 ７月１２日  新消防庁舎工事起工。 

平成２５年 １月１８日  高規格救急車ハイメディック購入、消防本部へ配置。 

平成２５年 ３月１９日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入、伊尾木分団へ配置。 

平成２５年 ３月２０日  新消防庁舎工事竣工。 

平成２５年 ３月２５日  災害対応通信システムとして、消防救急デジタル無線・消防指令台整備。 

平成２５年 ３月３１日  ９代目消防長小松敏伸氏退任。 

本部次長兼署長小松昌一氏退任。 

職員１名退職。実員３６名。 
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平成２５年 ４月 １日  消防本部に消防課を設置。 

１０代目消防長に仙頭義文氏就任。 

本部次長兼署長兼課長に松本照秋氏就任。 

職員１名採用。実員３７名。 

平成２６年 ３月１７日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入、土居分団へ配置。 

平成２６年１１月 ４日  高規格救急車ハイメディック、日本損害保険協会より寄贈、消防本部へ配置。 

平成２７年 ３月１２日  軽四輪多目的車購入、消防本部へ配置。 

平成２７年 ３月１７日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅰ型購入、穴内分団へ配置。 

平成２７年 ３月２０日  多機能型運搬車購入、消防本部へ配置。 

平成２８年 ３月１５日  消防ポンプ自動車ＣＤ－Ｉ型購入、消防本部へ配置。 

平成２８年 ４月 １日  職員１名採用。高知県消防防災航空隊へ派遣していた消防職員１名戻る。高知

県消防防災航空隊へ１名出向。実員３８名。 

平成２９年 １月２１日  消防団運搬車２台購入、土居分団・井ノ口分団へ配置。 

平成２９年 ３月３１日  １０代目消防長仙頭義文氏退任。実員３７名。 

平成２９年 ４月 １日  １１代目消防長に松本龍二氏就任。 

職員２名採用。実員３９名。 

平成２９年１１月１２日  消防本部５０周年記念式典・祝賀会。 

平成２９年１２月１１日  消防団本部防災活動車、日本消防協会より寄贈。防災センターへ配置。    

平成３０年 ３月 ６日  日本消防協会より表彰竿頭綬を授与。 

平成３０年 ３月２７日  ＪＡ高知県共済農業協同組合より高度救命資機材寄贈。２Ｂ救急車購入、消防

本部へ配置。 

平成３０年 ３月２８日  伊尾木分団下山班屯所新築工事竣工。 

             消防団運搬車２台購入、中央分団・穴内分団へ配置。 

平成３０年 ３月３１日  本部次長兼署長兼課長松本照秋氏退任。 

職員１名退職。実員３７名。 

平成３０年 ４月 １日  本部次長兼署長兼課長に小松定男氏就任。 

職員１名採用。実員３８名。 

平成３０年 ４月２０日  職員１名退職。実員３７名。 

平成３０年 ７月３１日  ７代目消防団長野町久壽昭氏退任。 

平成３０年 ８月 １日  ８代目消防団長に安部正治氏就任。 

平成３０年１１月３０日  救助用ボート一式購入、消防本部へ配置。 

平成３０年１２月 ６日  軽自動車購入、消防本部へ配置。 

平成３１年 ３月 ５日  消防団運搬車２台購入、伊尾木分団・畑山分団へ配置。 

平成３１年 ３月３１日  職員１名退職。実員３６名。 

平成３１年 ４月 １日  職員４名採用。実員４０名。 

令和 元年 ９月 ３日  小型ポンプＢ２級２台購入、奈比賀屯所・畑山の和田格納庫へ配置。 

令和 元年１２月２４日  消防団赤バイク２台購入、防災センターへ配置。 

令和 ２年 ２月２８日  消防団運搬車２台購入、安芸分団、東川分団へ配置。 

令和 ２年 ３月３１日  １１代目消防長松本龍二氏退任。 

本部次長兼消防署長小松定男氏退任。 

職員４名退職。実員３６名。 
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令和 ２年 ４月 １日  １２代目消防長に松田静幸氏就任。 

本部次長兼消防署長に仙頭稔史氏就任。 

職員１名採用。高知県消防防災航空隊へ派遣していた消防職員１名戻る。実員

３８名。 

令和 ２年 ８月 ５日  小型ポンプＢ３級２台購入、内原野格納庫・上尾川格納庫へ配置。 

令和 ２年１０月１５日  全国共済農業協同組合連合会高知県支部より高度救命資機材・消防本部指令車

を寄贈。消防本部へ配置。 

令和 ２年１１月１７日  消防団ポンプ車２台購入、赤野分団・井ノ口分団へ配置。 

令和 ２年１１月１９日  消防団ポンプ車２台購入、中央分団・畑山分団へ配置。 

令和 ２年１２月２３日  消防団救命ボート１２隻購入、１０分団・２班（江川・下山）へ配置。 

令和 ３年 ２月２６日  消防団運搬車２台購入、赤野分団・川北分団へ配置。 

令和 ３年 ３月１３日  消防団ポンプ車１台購入、東川分団へ配置。 

令和 ３年 ３月３１日  １２代目消防長松田静幸氏退任。職員１名退職。実員３７名。 

令和 ３年 ４月 １日  １３代目消防長仙頭稔史氏就任。 

本部次長兼消防署長寺岡勝浩氏就任。実員３７名。 

令和 ３年 ７月 ５日  小型ポンプＣ１級２台購入。 

令和 ３年 ９月２９日  電動式大型油圧救助器具（ラムシリンダー）購入、消防本部へ配置。 

令和 ４年 １月１３日  職員１名退職。実員３６名。 

令和 ４年 １月１４日  消防救急デジタル携帯型無線機購入、消防本部へ配置。 

令和 ４年 ３月３１日  職員１名退職。実員３５名。 

令和 ４年 ４月 １日  職員２名採用。実員３７名。 

令和 ４年 ７月 ６日  小型ポンプＣ１級１台購入、畑山分団へ配置。 

令和 ４年 ７月３１日  ８代目消防団長安部正治氏退任。 

令和 ４年 ８月 １日  ９代目消防団長に中川洋文氏就任。 

令和 ４年１１月１５日  高度救急処置シミュレーター購入、消防本部へ配置。 

令和 ５年 ３月３１日  １３代目消防長仙頭稔史氏退任。 

             職員２名退職。実員３５名。 

令和 ５年 ４月 １日  １４代目消防長久川陽氏就任。（市役所より出向） 

職員２名採用。実員３８名。 

令和 ５年 ８月３０日  災害対策用ドローン１台購入、消防本部へ配置。 

令和 ５年１１月  日  消防団ポンプ車購入、穴内分団・川北分団（江川班）へ配置。 

令和 ６年 ３月３１日  課長補佐兼総務係長隂山卓生氏退任。職員１名退職。実員３７名。 

令和 ６年 ４月 １日  職員１名採用。実員３８名。 

令和 ６年１０月１５日  消防団小型ポンプ付積載車・小型ポンプＢ２級購入。赤野分団へ配置。 

令和 ６年１１月１４日  消防団小型ポンプ付積載車・小型ポンプＢ２級購入。伊尾木分団（下山班）へ

配置。 

令和 ７年 ３月１５日  高規格救急自動車（災害対応特殊救急自動車）購入、消防本部へ配置。 

令和 ７年 ３月３１日  本部次長兼消防署長寺岡勝浩氏退任。職員２名退職。実員３６名。 

令和 ７年 ４月 １日  本部次長兼消防署長公文敬三氏就任。職員２名採用。実員３８名（うち１名、

高知県消防航空隊へ出向）。 

令和 ７年 ４月 １日  安芸市消防団新屯所（穴内分団・中央分団・川北分団・伊尾木分団）運用開始。 
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令和 6 年  総 務 
  

【庶人事務】 

 １．安芸市の位置  

 ２．安芸市の市勢  

 ３．消防職団員消防車に対する比較  

 ４．現有消防力に対する基準数（消防署）  

 ５．安芸市消防の組織  

 ６．事務分掌  

 ７．消防庁舎等の現況  

【財人事政】 

 １．財政状況（平成１4 年度～令和 6 年度） 
 ２．令和 5 年度・令和 6 年度決算額 
【人事教養】 

 １．職員定数及び配置状況 

 ２．職員勤続年数状況 

 ３．職員年齢別状況 

 ４．職員研修修了状況 

 ５．職員特殊技能資格取得状況  

 ６．歴代消防長・署長 

    （ア）歴代消防長 

    （イ）歴代消防署長 
 
 

※令和 7 年 4 月 1 日現在で収録 
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庶 務 
 

１.安芸市の位置 

位       置 
東       経 

北       緯 

１３３゜４５′ 

   ３３゜３０′ 

面                 積 ３１７．１６ｋ㎡ 

 

２.安芸市の市勢 

国  勢  調  査 

（令和 2年） 

人     口 １６，２４３人 

世  帯  数 ７，２９５世帯 

住 民 基 本 台 帳 

（R.7.3.31） 

人     口 １５，３７７人 

世  帯  数 ７，８３４世帯 

 

３.消防職団員消防車に対する比較 

 
面   積 

（ｋ㎡） 

人   口 

（人） 

世 帯 数 

（世帯） 
備   考 

消防職員１人につき 人 8.34 
（427） 

405 

（192） 

206 

（ ）は国調に

対するもの 

他は住民基本

台帳 
消防団員１人につき 人 1.36 

（70） 

66 

（31） 

34 

ポンプ車１台につき 

署２台 158.6 
（8,122） 

 7,689 

（3,648） 

3,917 

団１０台 31.7 
（1,624） 

1,538 

（730） 

783 

 

４.現有消防力に対する基準数（消防署） 

区    分 基     準 

       過 （＋） 

現  有 

       不足（－） 

施 

 

設 

署     所 市街地（10.000＝1） １ １ ０ 

消  防  車 消    防    車 ２ ２   ０ 

救  急  車 救    急    車 ２ ２  ０ 

 

人 

 

 

 

員 

 

署 所 要 員 

消 防 隊 員 ２７ １７ －１０ 

救 急 隊 員 １８ １２ －６ 

救 助 隊 員 １５    ０ －１５ 

通 信 要 員 ３ ０ －３ 

予 防 要 員 ４ １ －３ 

指 揮 隊 員 ３ ３  ０ 

庶 務 等 ３ ３  ０ 

備       考 
現有消防力（R.7.4.1.） 
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５.安芸市消防の組織 

 

 消 防 機 関 

              総 務 係 

 

              警 防 係 

 

              救急救助係 

 

              予 防 係 

   （消防本部・消防課）                        第一救助分隊 

市長  消防長  次長                       第一警防分隊 

                          第一消防隊 

             （消防署）                第一救急分隊 

              署 長  副署長            第一機 械 班 

                    

 

                                  第二救助分隊 

                                  第二警防分隊 

                          第二消防隊 

                                  第二救急分隊 

                                  第二機 械 班 

 

 

                           伊尾木分団（３１名） 

                           川 北分団（３０名） 

                           東 川分団（２１名） 

             （消防団）              土 居分団（２０名） 

          団 長    副団長        井ノ口分団（２３名） 

                （２名）        畑 山分団（１７名） 

                女性団員          安 芸分団（１９名） 

                 （９名）         中 央分団（２０名） 

                            穴 内分団（１９名） 

                           赤 野分団（２１名） 
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６．事 務 分 掌 

 

総 務 係   

1. 消防予算に関すること。 

2. 公印の保管、文書の収発に関すること。 

3. 条例、規則等の改廃に関すること。 

4. 消防施設の営繕管理及び総合企画に関すると。 

5. 職員の人事教養及び福利厚生に関すること。 

6. 職員の被服等の貸与品の調達支給に関すると。 

7. 消防団事務に関すること。 

8. 高知県市町村総合事務組合事務に関すること。 

9. 職員委員会に関すること。 

10. 表彰に関すること。 

11. 服務に関すること。 

12. その他、他の係に属さないこと。 

 

 

 

警 防 係  

1. 水防、警防計画に関すること。 

2. 災害時の警戒防御、応急対策に関すること。 

3. 消防通信施設の運用管理に関すること。 

4. 火災警報の発令解除に関すること。 

5. 消防気象に関すること。 

6. 消防地理及び水利に関すること。 

7. 消防用機械器具の整備保全に関すること。 

8. 公衆の出入りする場所等の警備に関すること。 

9. 消防職、団員の訓練、礼式に関すること。 

10. 自衛消防隊の訓練指導に関すること。 

11. 防災訓練に関すること。 

12. 消防車両等の整備に関すること。 

13. 応援協定、広域受援に関すること。 

14. その他、警防事務に関すること。 

 

 

 

 

 

 

 

救急救助係 

1. 救急法の指導に関すること。 

2. 救急用資機材の配備保全に関すること。 

3. 救急車両の整備保全に関すること。 

4. 救急業務の計画及び調査研究に関すること。 

5. 医療機関との連絡調整に関すること。 

6. 救急に係る技術、装備の研究に関すること。 

7. 搬送・出動等の証明に関すること。 

8. 救助用資機材の配備保全に関すること。 

9. 救助車両の整備保全に関すること。 

10. 救助業務の計画及び調査研究に関すること。 

11. 救助に係る技術、装備の研究に関すること。 

12. 水中の救助に関すること。 

13. その他、救急救助に関すること。 

 

 

予 防 係  

1. 危険物の許可、認可、届出、検査に関すること。 

2. 防火管理者に関すること。 

3. 消防用設備の検査及び指導に関すること。 

4. 予防査察に関すること。 

5. 火災予防の指導取締りに関すること。 

6. 防火思想の普及、啓発に関すること。 

7. 建築物の同意事務に関すること。 

8. 化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する

法律(昭和 42 年法律第 149 号)に基づく意見書の

交付に関すること。 

9. 火薬類取り締まりに関すること。 

10. 高圧ガス保安法に関すること。 

11. 防火クラブに関すること。 

12. 火災等の原因調査に関すること。 

13. 火災等の報告等に関すること。 

14. 罹災証明に関すること。 

15. 火災統計に関すること。 

16. その他、予防・原因調査に関すること。 
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７.消防庁舎等の現況 

 床面積 
建築面積 

（延べ面積） 
敷地面積 建築物構造 

１ 

階 

エントランスホール  

車 庫 

消 毒 室 

出 動 準 備 室 

油 庫 

男女共用トイレ 

892.57㎡ 

1,023.61㎡ 

（3,051.38㎡） 

4,462.57㎡ 

 

1階鉄筋コンク

リート造 

2～3階鉄骨造 

２ 

階 

事 務 室 

更 衣 室 

放 送 室 

通 信 指 令 室 

通 信 機 器 室 

消 防 長 室 

食 堂 

仮 眠 室 

資 材 室 

市民ギャラリー 

多目的トイレ 

男 子 ト イ レ 

女 子 ト イ レ 

881.31㎡ 

３

階 

避難室（347 ㎡） 

会 議 室 相 談 室 

消 防 団 本 部 

災害対策本部 

女 子 仮 眠 室 

倉 庫 

男 子 ト イ レ 

女 子 ト イ レ 

881.31㎡ 

４

階 

発 電 機 室 

（58時間対応） 
66.49㎡ 

訓

練

施

設 

訓 練 主 塔 

訓 練 副 塔 

219.8㎡ 

109.9㎡ 
鉄骨造 

ロープブリッジ渡過 

ロープブリッジ救出 

引 揚 救 助 

ほ ふ く 救 出 

障 害 突 破 

は し ご 登 は ん 

      ロー プ 応 用登 は ん 
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財　政

１．財政状況（平成14年度～令和6年度）

区

分

年

度 １　人 １世帯

（円） （円）

14 13,471,163,450 357,222,708 2.65 21,739 8,982 16,432 39,771

15 12,644,516,194 327,126,765 2.59 21,481 8,916 15,229 36,690

16 11,316,555,887 346,900,300 3.07 21,866 8,982 15,865 38,622

17 12,025,447,644 329,192,639 2.74 21,248 8,918 15,493 36,913

18 10,392,795,990 304,887,338 2.93 21,111 8,964 14,442 34,012

19 10,826,719,000 320,431,203 2.96 20,392 8,875 15,714 36,105

20 10,791,726,326 299,002,535 2.77 20,135 8,879 14,850 33,675

21 11,591,112,476 367,044,206 3.17 19,899 8,869 18,445 41,385

22 11,497,003,171 352,299,110 3.06 19,642 8,830 17,936 39,898

23 13,292,394,000 485,313,255 3.65 19,377 8,793 25,046 55,193

24 12,932,834,276 1,290,297,259 9.98 19,106 8,702 67,534 148,276

25 12,398,113,360 328,716,707 2.65 18,824 8,669 17,463 37,919

26 12,687,579,362 391,492,026 3.09 18,458 8,564 21,210 45,714

27 13,804,088,550 352,233,043 2.55 18,100 8,496 19,460 41,459

28 12,843,049,671 361,237,991 2.81 17,786 8,442 20,310 42,791

29 12,431,587,993 391,513,368 3.15 17,548 8,384 22,311 46,698

30 12,667,872,285 368,442,523 2.91 17,266 8,314 21,339 44,316

元 13,945,871,975 380,701,494 2.73 16,966 8,242 22,439 46,190

2 16,793,764,827 497,627,041 2.96 16,716 8,154 29,770 61,029

3 16,744,044,047 309,580,105 1.85 16,869 8,245 18,352 37,548

4 17,853,882,265 392,203,504 2.20 16,097 8,002 24,365 49,013

5 21,831,554,308 552,145,659 2.53 15,743 7,912 35,072 69,786

6 15,111,834,826 876,523,601 5.80 15,377 7,834 57,002 111,887

一般会計決算額
（円）

消防決算額
（円）

比率

住民基本台帳 消　防　費

人口 世帯

14



消防費決算

に対する割合

給 与 129,210,975 134,888,700

職 員 手 当 86,365,863 89,207,492

共 済 費 41,396,181 43,940,308

報 償 費 0 5,500

旅 費 437,867 961,345

需 用 費 12,739,409 10,735,613

役 務 費 2,758,526 4,039,144

委 託 料 7,887,105 8,121,450

使 用 料 及 び 賃 借 料 602,964 610,603

工 事 請 負 費 1,100,000 0

備 品 購 入 費 1,564,871 2,624,430

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 4,017,018 6,148,120

公 課 費 219,800 212,800

小 計 288,300,579 301,495,505

報 酬 10,867,354 9,820,520

報 償 費 802,400 1,505,400

旅 費 5,213,867 3,823,764

需 用 費 2,924,387 2,594,768

役 務 費 642,759 760,943

委 託 料 258,720 278,520

使 用 料 及 び 賃 借 料 145,629 135,036

備 品 購 入 費 5,259,320 1,028,940

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 8,112,068 8,326,980

公 課 費 271,800 459,000

小 計 34,498,304 28,733,871

旅 費 31,000 42,020

役 務 費 1,541,210 1,850,060

委 託 料 51,106,000 4,400,000

使 用 料 及 び 賃 借 料 13,280 14,360

工 事 請 負 費 353,100 57,035,000

備 品 購 入 費 9,595,080 83,397,490

公 課 費 12,400 57,800

小 計 62,652,070 146,796,730

需 要 費 1,010,254 2,347,432

役 務 費 1,636,829 1,553,423

委 託 料 0 10,353,200

工 事 請 負 費 102,685,000 358,292,000

公 有 財 産 購 入 費 18,349,932 25,301,007

備 品 購 入 費 39,900,960 292,094

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 330,000 66,000

補 償 補 て ん 及 び 賠 償 金 644,266 49,263

小 計 164,557,241 398,254,419

需 用 費 194,998 0

役 務 費 25,440 16,000

委 託 料 1,875,500 1,166,000

原 材 料 費 41,527 61,076

小 計 2,137,465 1,243,076

552,145,659 876,523,601 100%

令和5年度・令和6年度決算額（内訳）

災害
対策費

0.14%

令和6年度

常備
消防費

34.40%

非常備
消防費

3.27%

項　目
令和5年度金

額 金     額

消防分団屯所
整備事業

45.44%

節

16.75%
消防

施設費

合　　　　　　　　　　計
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人事教養 

１．職員定員及び配置状況         

 

       階 級 別 

 

区 分 

 

消
防
司

令
長 

消

防

司

令 

消
防
司

令
補 

消

防

士

長 

消
防
副

士
長 

消

防

士 

無

階

級 

計 

定      員        40 

実      員 1 9 7 8 5 8  38 

配 

置 

本    部 1 4 1 1  2  9 

署  5 6 7 5 6  29 

 

 

２．職員勤続年数状況 

        

       階 級 別 

 

区 分 

 

消
防
司

令
長 

消

防

司

令 

消
防
司

令
補 

消

防

士

長 

消
防
副

士
長 

消

防

士 

無

階

級 

計 

５年未満 1     7  8 

５年以上～１０年未満     5 1  6 

１０年以上～１５年未満    6    6 

１５年以上～２０年未満   3 2    5 

２０年以上～２５年未満   2     2 

２５年以上～３０年未満   2     2 

３０年以上  8 1     9 

計 1 8 8 8 5 8  38 
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３． 職員年齢別状況 

       階 級 別 

 

 

 

区 分 

消
防
司

令
長 

消

防

司

令 

消
防
司

令
補 

消

防

士

長 

消
防
副

士
長 

消

防

士 

無

階

級 
計 

１８歳以上～２０歳未満      3   3 

２０歳以上～２５歳未満      3  3 

２５歳以上～３０歳未満     3 2  5 

３０歳以上～３５歳未満    3 2   5 

３５歳以上～４０歳未満    5    5 

４０歳以上～４５歳未満   6     6 

４５歳以上～５０歳未満  1 1     2 

５０歳以上～５５歳未満  8      8 

５５歳以上 1       1 

計 1 9 7 8 5 8  38 

 

４． 職員研修修了状況 

        階 級 別 

 

 

 

区 分 

消
防
司

令
長 

消

防

司

令 

消
防
司

令
補 

消

防

士

長 

消
防
副

士
長 

消

防

士 

無

階

級 

計 

消

防

大

学 

上 級 幹 部 科         

新 任 消 防 長 科 1       1 

予 防 科  1       1 

警 防 科           

火 災 調 査 科  1       1 

高 知 県 消 防 学 校   9 7 8 5  6  35 

救 急 専 科 教 養   9 2       11 

救 急 Ⅱ 課 程  9 2       11 

救 急 標 準 課 程   5 8 5  6  24 

救 急 救 命 士  3 5 5 1   14 
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５．職員特殊技能資格取得状況 

 

          階 級 別 

 

 

         人 

            数 

区 分         

消
防
司
令
長

 

消
防
司

令

 

消
防
司
令
補

 

消
防
士

長

 

消
防
副
士
長

 

消

防

士

 

無

階

級 
計 

1 9 7 8 5 8  38 

第
二
種 

大 型 免 許        0 

普 通 免 許        0 

第

一

種 

大 型 免 許   1     1 

中 型 免 許    7 5 5  17 

中 型 免許 ( ８ t 限 定 ) 1 9 4     14 

準 中 型 免 許      3  3 

普 通 免 許        0 

自 動 二 輪  4 7 3 1 4  19 

特 殊 無 線 技 師  4 7 8 5 6  30 

消 防 設 備 点 検 資 格 者        0 

防 火 対 象 物 点 検 資 格 者        0 

予 防 技 術 資 格 者 （ 設 備 ）   5  2    7 

予 防 技 術 資 格 者 （ 査 察 ）   5  3    8 

予防技術資格者（危険物）   5  1    6 

危険物取扱者免許（乙第４類）  6 7 5 4 2  24 

危 険 物 取 扱 者 免 許 （ 丙 ）  5 1 1    7 

消防設備士（乙類第１類）  3 1     4 

消防設備士（乙類第４類）  3 1     4 

消防設備士（乙類第５類）  1 1     2 

消防設備士（乙類第６類）  3 2 1    6 

潜 水 士  9 7 7 4 2  29 

小 型 船 舶 操 縦 士     1   1 

可搬消防ポンプ等整備資格者  1      1 

小 型 移 動 式 ク レ ー ン  7 4 5 5 1  22 

玉 掛 け  7 4 5 5 1  22 
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６．歴代消防長・署長 

（ア）歴代消防長 

 代  氏    名 在   職   期   間 備   考 

初代 山 﨑 初 男 
自 昭和４２年 ４月 １日 

至 昭和４９年 ９月 ４日 
７年５ヶ月 

安芸市長 

事務取扱い 

２代 岡 村 喜 郎 
自 昭和４９年 ９月 ５日 

至 昭和５１年 ３月３１日 
１年７ヶ月 

安芸市長 

事務取扱い 

３代 伊 藤 嘉 幸 
自 昭和５１年 ４月 １日 

至 昭和６０年 ３月３１日 
９年 

 

４代 山 﨑  勲 
自 昭和６０年 ４月 １日 

至 平成 ４年 ３月３１日 
７年 

 

５代 仙 頭  齊 
自 平成 ４年 ４月 １日 

至 平成 ６年 ３月３１日 
２年 

 

６代 森 田 修 一 
自 平成 ６年 ４月 １日 

至 平成１２年 ３月３１日 
６年 

 

７代 横 山 壽美男 
自 平成１２年 ４月 １日

至 平成２０年 ３月３１日 
８年 

 

８代 有 澤 誠 郎 
自 平成２０年 ４月 １日 

至 平成２１年 ３月３１日 
１年 

 

９代 小 松 敏 伸 
自 平成２１年 ４月 １日 

至 平成２５年 ３月３１日 
４年 

 

１０代 仙 頭 義 文 
自 平成２５年 ４月 １日 

至 平成２９年 ３月３１日 
４年 

 

１１代 松 本 龍 二 
自 平成２９年 ４月 １日 

至 令和 ２年 ３月３１日 
３年 

 

１２代 松 田 静 幸 
自 令和 ２年 ４月 １日 

至 令和 ３年 ３月３１日 
１年 

 

１３代 仙 頭 稔 史 
自 令和 ３年 ４月 １日 

至 令和 ５年 ３月３１日 
２年 

 

１４代 久 川  陽 
自 令和 ５年 ４月 １日 

至 現在 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19



 

 

 

（イ）歴代消防署長 

 

 

 

 代  氏    名 在   職   期   間 備   考 

初代 小 松 亦吾郎 
自 昭和４２年 ４月 １日 

至 昭和５０年 ３月３１日 
８年 本部次長兼任 

２代 伊 藤 嘉 幸 
自 昭和５０年 ４月 １日 

至 昭和５４年 ３月３１日 
４年 消防長兼任 

３代 森 澤 民 平 
自 昭和５４年 ４月 １日 

至 昭和５９年 ３月３１日 
５年 本部次長兼任 

４代 島 﨑 賀 行 
自 昭和５９年 ４月 １日 

至 昭和６２年 ３月３１日 
３年 本部次長兼任 

５代 楠 瀬 要 一 
自 昭和６２年 ４月 １日 

至 平成 ６年 ３月３１日 
７年 本部次長兼任 

６代 横 山 壽美男 
自 平成 ６年 ４月 １日 

至 平成１２年 ３月３１日 
６年 本部次長兼任 

７代 小 松 精 一 
自 平成１２年 ４月 １日 

至 現在１３年 ３月３１日 
１年 本部次長兼任 

８代 大 野 雄 康 
自 平成１３年 ４月 １日 

至 現在１８年 ３月３１日 
５年 本部次長兼任 

９代 有 澤 誠 郎 
自 平成１８年 ４月 １日 

至 現在２０年 ３月３１日 
２年 本部次長兼任 

１０代 小 松 昌 一 
自 平成２０年 ４月 １日 

至 平成２５年 ３月３１日 
５年 本部次長兼任 

１１代 松 本 照 秋 
自 平成２５年 ４月 １日 

至 平成３０年 ３月３１日 
５年 本部次長兼任 

１２代 小 松 定 男 
自 平成３０年 ４月 １日 

至 令和 ２年 ３月３１日 
２年 本部次長兼任 

１３代 仙 頭 稔 史 
自 令和 ２年 ４月 １日 

至 令和 ３年 ３月３１日 
１年 本部次長兼任 

１４代 寺 岡 勝 浩 
自 令和 ３年 ４月 １日 

至 令和 ７年 ４月 １日 
４年 本部次長兼任 

１５代 公 文 敬 三 
自 令和 ７年 ４月 １日 

至 現在   
 本部次長兼任 
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令和 6年 警防 
                                        安芸市消防本部 

 

(機材・水利) 

１.消防機械配置図 

２.消防水利状況（防火水槽） 

３.消防団現有配備・消防水利充足状況 

４.消防署現有配備・消防通信設備状況 

５.消防資器材 

 

(通 信) 

１.警防(通 信 デジタル波) 

   （固定局 安芸市防災行政無線） 

２.通信連絡系統表 

３.サイレン遠隔制御装置 

（安芸市防災行政無線・デジタル波） 
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団本部（車両） 

 

 

至
高
知
市 

  赤野分団 

1.消防機械配置図 

穴内分団 

井ノ口分団 

畑山分団 

中央分団 

安芸分団 

川北分団 

伊尾木分団 

土居分団 

東川分団 

上尾川 

和田 

古井 

大井 

丸石 

内原野 

江川班 

奈比賀 

下山班 

消防本部 

団本部 

芸
西
村 

香
美
市

香
北
町 

馬
路
村 

安
田
町 

至
室
戸
市 

太  平  洋 

 

目 エ 

 

 

多 

凡 例 

タンク車 

ポンプ車 

小型ポンプ付積載車 

小型ポンプ 

格納庫 

無線 

エ 

 

防災活動車 

救助工作車 

目 

 

屯所 

運搬車 

救急車 

指揮車 

多機能車 

軽多目的車 

多 

消防本部 

 
  

 

 

 

赤バイク 
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２．消防水利状況（防火水槽） 

 
地区名 設置場所 耐震 容量（ｔ） 完成年度 地区名 設置場所 耐震 容量（ｔ）  完成年度 

市 

 

街 

 

地 

 

（21） 
 

黒 鳥  ２０ｔ級   栃ノ木 

  （1） 
東地  ２０ｔ級 

西 浜 耐震 ４０ｔ級 平成 10年度 

西 浜 耐震 ４０ｔ級 平成 30年度 尾 

川 

（4） 

下尾川  ２０ｔ級 

西 浜 耐震 ４０ｔ級 平成 25年度 下尾川  ２０ｔ級 

西 浜 耐震 １００ｔ級 令和 2年度 上尾川  ２０ｔ級 

東 浜 耐震 ４０ｔ級  平成 13年度 上尾川  ２０ｔ級 

東 浜 耐震 ４０ｔ級 平成 30年度 

土 

 

居 

 

（9） 

玉 造  ２０ｔ級 

宝永町 耐震 ４０ｔ級  平成 13年度 春 日  ２０ｔ級 

津久茂町  ２０ｔ級 上中村 耐震 ４０ｔ級 平成 28 年度 

津久茂町  ２０ｔ級 溝ノ辺 耐震 ４０ｔ級 平成 10 年度 

千歳町  ２０ｔ級 長 屋  ４０ｔ級 

千歳町 耐震 ４０ｔ級 平成 8年度 長 屋 耐震 ４０ｔ級 令和 2年度 

本町五丁目 耐震 ４０ｔ級 平成 12年度 西木戸 耐震 ４０ｔ級 平成 10 年度 

本町五丁目 耐震 ４０ｔ級 令和６年度 廊 中  ４０ｔ級 

本町四丁目  ２０ｔ級 廊 中  ４０ｔ級 

久世町 耐震 ４０ｔ級 令和６年度 僧 

津 

 

（5） 

僧 津  ２０ｔ級 

本町三丁目 耐震 ４０ｔ級 平成 9年度 僧 津  ２０ｔ級 

寿 町  ２０ｔ級 平成 2年度 僧 津 耐震 ４０ｔ級  平成 16 年度 

本町一丁目  ４０ｔ級  僧 津 耐震 ４０ｔ級 令和 3年度 

幸町 耐震 ４０ｔ級 平成 18年度 僧 津 耐震 ４０ｔ級 令和 4年度 

港町一丁目 耐震 ４０ｔ級 令和 4年度 

川 

 

 

北 

 

（19） 

新町  ２０ｔ級 

赤 

 

野 

 

（11） 

叶 岡  ４０ｔ級 西の島 耐震 ４０ｔ級 平成 21 年度 

叶岡前  ４０ｔ級 中村  ２０ｔ級 

西ノ岡  ２０ｔ級 西ノ岡  ２０ｔ級 

西 寄  ４０ｔ級 西ノ岡  ２０ｔ級 

東 寄  ２０ｔ級 コウジ  ４０ｔ級 

東 寄 耐震 ２０ｔ級 平成 10年度 八幡  ２０ｔ級 

桜浜  ４０ｔ級 舞ケ丘  ２０ｔ級 

東赤野  ２０ｔ級 横山 耐震 ４０ｔ級  平成 10 年度 

山 田  ４０ｔ級 横山  ２０ｔ級 

八 流  ４０ｔ級 折坂 耐震 ４０ｔ級 平成 26 年度 

太夫屋地  ２０ｔ級 折坂  ２０ｔ級 

穴 

 

内 

 

（20） 

八 流  ２０ｔ級 折坂  ２０ｔ級 

堀 切  ２０ｔ級 堂ノ尾  ２０ｔ級 

堀 切  ２０ｔ級 堂ノ尾  ２０ｔ級 

六 丁  ４０ｔ級 内原野 耐震 ４０ｔ級  平成 10 年度 

六 丁  ４０ｔ級 内原野 耐震 ４０ｔ級  平成 19 年度 

六 丁  ２０ｔ級 内原野 耐震 ３０ｔ級  平成 26 年度 

西 地 耐震 ４０ｔ級  平成 12年度 内原野 耐震 ４０ｔ級  平成 17 年度 

西 地  ２０ｔ級 

伊 

 

尾 

 

木 

 

（10） 

西組  ２０ｔ級 

塩 屋  ２０ｔ級 中組 耐震 ４０ｔ級  平成 10 年度 

奥ノ谷  ２０ｔ級 中組  ２０ｔ級 

八丁ノ下  ２０ｔ級 中組  ２０ｔ級 

八丁ノ下    ２０ｔ級 東組 耐震 ４０ｔ級  平成 16 年度 

八 丁  ２０ｔ級 東組  ４０ｔ級 

立 花  ２０ｔ級 東組  ２０ｔ級 

立 花 耐震 ４０ｔ級  平成 19年度 岡  ４０ｔ級 

刑 部  ２０ｔ級 岡  ２０ｔ級 

刑 部 耐震 ４０ｔ級 平成 28年度 宮田岡 耐震 ４０ｔ級  平成 19 年度 

新 城  ２０ｔ級 

下 

 

山 

 

（9） 

白馬  ４０ｔ級 

新 城  ２０ｔ級 不動  耐震 ４０ｔ級  平成 13 年度 

大 平  ２０ｔ級 大山 耐震 ４０ｔ級  平成 12 年度 

  井 

 

  ノ 

 

  口 

 

（14） 

高台寺  ２０ｔ級 大山  ２０ｔ級 

高台寺  ２０ｔ級 西ノ浜  ２０ｔ級 

高台寺  ２０ｔ級 浜ノ西  ２０ｔ級 

一ノ宮  ２０ｔ級 浜ノ西  ２０ｔ級 

一ノ宮  ４０ｔ級 東地  ２０ｔ級 

一ノ宮  ２０ｔ級 名綱 耐震 ２０ｔ級 

一ノ宮 耐震 ４０ｔ級 令和 4年度 畑 

山 

（4） 

寺内    ４０ｔ級 

黒岩 耐震 ４０ｔ級 平成 10年度 谷口  ４０ｔ級 

国重  ２０ｔ級 奈路  ２０ｔ級 

宮ノ上 耐震 ４０ｔ級 平成 9年度 和田  ４０ｔ級 

宮ノ上  ４０ｔ級 大 

井 

（3） 

中村  ２０ｔ級 

山田  ２０ｔ級 丸石  ２０ｔ級 

山田 耐震 ４０ｔ級 平成 10年度 大井  ２０ｔ級 

沢ノ平  ４０ｔ級 黒瀬（1） 黒瀬  ２０ｔ級 

23



 

 

 

 

地区名 設置場所 耐震 容量（ｔ） 完成年度 地区名 設置場所 耐震 容量（ｔ）  完成年度 

古井（1） 伊田淵  ２０ｔ級  

 

 

        合計   １３９ 

 

 

奈比賀 

（2） 

奈比賀  ２０ｔ級 

大江  ４０ｔ級 

入河内 

（3） 

入河内  ２０ｔ級 

入河内  ２０ｔ級 

入河内  ２０ｔ級 
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３．消防団現有配備・消防水利充足状況 

区分 種  別 数  量 備   考 

消 

防 

ポ 

ン 

プ 

ポンプ車 １０  

安芸分団・中央分団・赤野分団・穴内分団 

井ノ口分団・畑山分団・土居分団・川北分団 

伊尾木分団・東川分団 

小型ポンプ付積載車 

小型ポンプ 

小型ポンプ付軽消防自動車 

４  

１１  

１  

赤野・穴内・下山・江川 

東川地区５・畑山地区３・内原野１・団本部２ 

団本部 

消 

防 

水 

利 

消 火 栓 ６６６  
市街地・土居・穴内・井ノ口 

川北・伊尾木・赤野・他 

貯 水 槽 

耐震性貯水槽 

９７  

４２  

40 t（25） 20ｔ（72） 

100ｔ（1） 40 t（38） 30ｔ（1） 20ｔ（2） 

 

 

４．消防署現有配備・消防通信設備状況 
   
  消防ポンプ自動車    ＣＤ－Ⅰ型    １台 

              水１－Ａ型    １台 

              予備車      １台 

  救 急 車       高規格型     ２台 

              予 備 車     １台 

  救助工作車                １台 

    多 機 能 車                １台 

軽多目的車                １台 

  指 揮 車                １台 

小型ポンプ                ２台 

消防用無線局 

デジタル波  基地局（２ ０ Ｗ）      １基（安芸市消防本部内） 

       固定局（５０ｍＷ）     ２基（安芸市消防本部内・大山中継局内） 

       移動局（１ ０ Ｗ）    ３９基 

〃 （  ５ Ｗ）    １６基         

 

防災行政無線 

デジタル波  基地局（１０ｍＷ）     １基（安芸市防災センター内） 

       中継局（１０ｍＷ・５Ｗ）  １基（旭ヶ丘中継所内） 

       再送信子局（１ｍＷ・１Ｗ） １基（下山大山再送信子局内） 

       固定局（３００ｍＷ・１００ｍＷ・１０ｍＷ・５ｍＷ・１ｍＷ）           

                    ６９基 
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５.消防資機材 

 品   名 数量  品   名 数量 

一
般
救
助
器
具 

三連梯子 1 

切
断
破
壊
器
具 

エアーソー 1 

ワイヤー梯子 1 電気ハンマードリル 2 

空気式救助マット 1 特殊斧（弁慶） 4 

救命索発射銃 2 指輪切断器具 1 

舟形担架 2 エンジンカッター 2 

救助用縛帯 1 チェーンソー 2 

フルボディハーネス 10 レシプロソー 1 

滑車 15 オグラ（マルチ）一式 1 

救助安全マット 3 オグラ（コンビ）一式 2 

張力計 1 ルーカス e‐ドロリック（スプレッダー） 1 

マンホール救助資機材一式 1 ルーカス e‐ドロリック（カッター） 1 

山岳用救助器具 各種 重
量
物
排
除
器
具 

油圧ジャッキ 2 

カラビナ 各種 マイティーバッグ一式 2 

ピタゴール縛帯 4 マイティーバッグ用マット 8 

バーティカルストレッチャー 1 チルホール  1 

タイタン 1 

隊
員
保
護
器
具 

空気呼吸器一式（ボンベ込） 15 

サバイバースリング 1 救助大会用呼吸器 2 

  空気呼吸器用予備ﾎﾞﾝﾍﾞ 12 

  耐電防護資機材一式 3 

  特殊手袋（ケブラー製） 37 

水
難
救
助
器
具 

個人用アクアラング一式 15 陽圧式化学防護服 2 

アクアラング用ボンベ 8 ガス検知器 1 

BCジャケット 4 
照
明
・
そ
の
他
の
器
具 

発電機 8 

水中ライト 2 投光器 10 

救命胴衣 23 空気充填機 1 

救命浮環（大 2・小 2） 4 ジェットシューター 23 

レスキューチューブ 1 寝袋 4 

潜水用ヘルメット 12 送排風機一式 1 

救助用ボート 1 ファイヤーブランケット 1 

船外機一式 1    
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１．警防（通信 デジタル波） 

番号 
区    分 

電波の形式      

局の種

類 
呼 出 名 称 

空中線 

電力 

設置場所及び 

車輛名称等 

１ 
５Ｋ８０Ｇ１Ｄ 

５Ｋ８０Ｇ１Ｅ 
基地局 あきしょうぼう ２０Ｗ 

送 受 信 所 大山中継局内 

通信所 消防本部内 

２ 
２Ｍ５０Ｇ７Ｗ 

マイクロ波 
固定局 あきしょうぼう こてい 50ｍＷ 消防本部内 

３ 〃 固定局 あきしょうぼう おおやまこてい 50ｍＷ 大山基地局内 

４ 
５Ｋ８０Ｇ１Ｄ 

５Ｋ８０Ｇ１Ｅ 
移動局 あきしょうぼう 1 １０Ｗ タンク車 

５ 〃 〃 あきしょうぼう 2 １０Ｗ ポンプ車 

６ 〃 〃 あきしょうぼう 3 １０Ｗ 救助工作車 

７ 〃 〃 あきしょうぼう 4 １０Ｗ 指揮車 

８ 〃 〃 あきしょうぼう 5 １０Ｗ ポンプ予備車 

９ 〃 〃 あきしょうぼう 6 １０Ｗ 団防災活動車 

１０ 〃 〃 あきしょうぼう 7 １０Ｗ 多機能車 

１１ 〃 〃 あきしょうぼう 8 １０Ｗ 軽多目的車 

１２ 〃 〃 あききゅうきゅう 1 １０Ｗ 救急車予備車 

１３ 〃 〃 あききゅうきゅう 2 １０Ｗ 救急車 

１４ 〃 〃 あききゅうきゅう 3 １０Ｗ 救急車 

１５ 〃 〃 あきしょうぼう 9 １０Ｗ 団指揮車 

１６ 〃 〃 あきしょうぼう 10 １０Ｗ 団軽四消防車 

１７ 〃 〃 あきしょうぼう 20 １０Ｗ 伊尾木分団ポンプ車 

１８ 〃 〃 あきしょうぼう 21 １０Ｗ 伊尾木分団運搬車 

１９ 〃 〃 あきしょうぼう 22 １０Ｗ 下山班積載車 

２０ 〃 〃 あきしょうぼう 23 １０Ｗ 川北分団ポンプ車 

２１ 〃 〃 あきしょうぼう 24 １０Ｗ 川北分団運搬車 

２２ 〃 〃 あきしょうぼう 25 １０Ｗ 江川班積載車 

２３ 〃 〃 あきしょうぼう 26 １０Ｗ 東川分団ポンプ車 

２４ 〃 〃 あきしょうぼう 27 １０Ｗ 奈比賀班積載車 

２５ 〃 〃 あきしょうぼう 28 １０Ｗ 土居分団ポンプ車 

２６ 〃 〃 あきしょうぼう 29 １０Ｗ 土居分団運搬車 

２７ 〃 〃 あきしょうぼう 30 １０Ｗ 井ノ口分団ポンプ車 

２８ 〃 〃 あきしょうぼう 31 １０Ｗ 井ノ口分団運搬車 

２９ 〃 〃 あきしょうぼう 32 １０Ｗ 畑山分団ポンプ車 

３０ 〃 〃 あきしょうぼう 33 １０Ｗ 畑山分団運搬車 

３１ 〃 〃 あきしょうぼう 34 １０Ｗ 安芸分団ポンプ車 

３２ 〃 〃 あきしょうぼう 35 １０Ｗ 安芸分団運搬車 

３３ 〃 〃 あきしょうぼう 36 １０Ｗ 中央分団ポンプ車 

３４ 〃 〃 あきしょうぼう 37 １０Ｗ 中央分団運搬車 

３５ 〃 〃 あきしょうぼう 38 １０Ｗ 穴内分団ポンプ車 

３６ 〃 〃 あきしょうぼう 39 １０Ｗ 穴内分団積載車 

３７ 〃 〃 あきしょうぼう 40 １０Ｗ 赤野分団ポンプ車 

３８ 〃 〃 あきしょうぼう 41 １０Ｗ 赤野分団積載車 

３９ 〃 〃 あきしょうぼう 42 １０Ｗ 穴内分団運搬車 

４０ 〃 〃 あきしょうぼう 43 １０Ｗ 赤野分団運搬車 

４１ 〃 〃 あきしょうぼう 50 １０Ｗ 卓上固定移動局 

４２ 〃 〃 あきしょうぼう 51 １０Ｗ 可搬型移動局 

４３ 〃 〃 あきしょうぼう 60～75 ５Ｗ 携帯 1～16 
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（固定局―安芸市防災行政無線） 

番号 電波の型式 局の種類 子局箇所名 空中線電力 設置場所 

１ 15K0D7W 固定局 矢ノ丸１丁目  旧安芸市役所西庁舎 

２ 〃 〃 安芸中学校 １０ｍＷ 旧安芸中学校西側市道 

３ 〃 〃 桜ヶ丘町 １０ｍＷ 安芸市総合運動公園 

４ 〃 〃 宝永町 １０ｍＷ 宝永集会所 

５ 〃 〃 千歳町  千歳町第 2児童遊園 

６ 〃 〃 清和町  清和町児童遊園 

７ 〃 〃 寿町 １ｍＷ 元気館 

８ 〃 〃 矢ノ丸 3丁目 １０ｍＷ 安芸市民会館 

９ 〃 〃 港町 1丁目  浄化センター南 

１０ 〃 〃 津久茂町 １０ｍＷ 津久茂公民館 

１１ 〃 〃 黒鳥 １０ｍＷ 黒鳥公民館 

１２ 〃 〃 防災センター  安芸市消防防災センター 

１３ 〃 〃 伊尾木保育所 １００ｍＷ 伊尾木保育所 

１４ 〃 〃 伊尾木西組  伊尾木 1618-2地先 

１５ 〃 〃 伊尾木東組 １０ｍＷ 伊尾木小学校 

１６ 〃 〃 下山不動  不動公園 

１７ 〃 〃 下山河野 １００ｍＷ 下山 1466-5先堤 

１８ 〃 〃 下山漁港  伊尾木漁港 

１９ 〃 〃 下山大山  大山配水地前市道 

２０ 〃 〃 下山西ノ浜  下山小学校 

２１ 〃 〃 下山浜ノ西 １ｍＷ 下山字石ノ本 2449-1 

２２ 〃 〃 川北西ノ島 １０ｍＷ 西ノ島集会所 

２３ 〃 〃 川北栄町  旧川北園芸 

２４ 〃 〃 川北上島 １００ｍＷ 川北公民館 

２５ 〃 〃 川北清水寺岡 １０ｍＷ 清水ヶ丘中学校 

２６ 〃 〃 川北久保田  川北水源地 

２７ 〃 〃 川北中村  川北甲 412番 6 

２８ 〃 〃 川北西ノ岡  キセキレイの里西側市道 

２９ 〃 〃 川北東ノ岡 ３００ｍＷ 川北甲字荒地 114-2 

３０ 〃 〃 伊尾木宮田岡 １０ｍＷ 宮田岡集会所 

３１ 〃 〃 内原野 １０ｍＷ 内原野集会所 

３２ 〃 〃 江川 １００ｍＷ 江川公民館 

３３ 〃 〃 奈比賀 １ｍＷ 川北小学校奈比賀分校 

３４ 〃 〃 入河内 １ｍＷ 東川公民館 

３５ 〃 〃 土居春日 １０ｍＷ 春日玉造集会所 
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番号 電波の型式 局の種類 子局箇所名 空中線電力 設置場所 

３６ 15K0D7W 固定局 土居上中 １０ｍＷ 土居字上中村 1427-3 

３７ 〃 〃 土居長屋 １０ｍＷ 土居公民館 

３８ 〃 〃 僧津 １０ｍＷ 僧津集会所 

３９ 〃 〃 井ノ口高台寺 １０ｍＷ 高台寺市営住宅内公園 

４０ 〃 〃 井ノ口一ノ宮  岩崎弥太郎生家南東側市道 

４１ 〃 〃 井ノ口黒岩 １０ｍＷ 井ノ口公民館 

４２ 〃 〃 井ノ口山田 １ｍＷ 山田グラウンド 

４３ 〃 〃 栃ノ木 ５ｍＷ 栃ノ木公民館 

４４ 〃 〃 下尾川 １ｍＷ 尾川甲 253-3地先 

４５ 〃 〃 畑山  畑山公民館 

４６ 〃 〃 穴内腰掛  穴内乙 688-21 

４７ 〃 〃 穴内大平 １０ｍＷ 穴内大平新城集会所 

４８ 〃 〃 穴内八丁ノ下 ３００ｍＷ 穴内乙 2331-2地先 

４９ 〃 〃 穴内塩屋 １００ｍＷ 穴内公民館 

５０ 〃 〃 穴内八流  穴内甲 51-6 

５１ 〃 〃 赤野山田 １０ｍＷ 赤野山田集会所 

５２ 〃 〃 赤野桜浜  赤野分団屯所 

５３ 〃 〃 赤野東赤野  赤野乙 3061-2 

５４ 〃 〃 赤野西寄 ３００ｍＷ 赤野西寄集会所 

５５ 〃 〃 赤野叶岡 １００ｍＷ 叶岡集会所 

５６ 〃 〃 井ノ口横立 １ｍＷ 横立集会所 

５７ 〃 〃 内原野公園  内原野公園 

５８ 〃 〃 穴内小学校 １００ｍＷ 穴内小学校 

５９ 〃 〃 赤野住吉  赤野乙 2933-176 

６０ 〃 〃 穴内六丁 １ｍＷ 穴内甲 1094番 2 

６１ 〃 〃 西浜馬ノ丁  西浜 2726番 5 

６２ 〃 〃 下山河野  下山 1458-6 

６３ 〃 〃 下山西地  下山 839番 1 

６４ 〃 〃 畑山谷口  畑山甲 777番 1 

６５ 〃 〃 奈比賀本村  奈比賀分団屯所 

６６ 〃 〃 井ノ口松原  井ノ口乙 3739番 1 

６７ 〃 〃 川北横山  川北乙 2084番 4 

６８ 〃 〃 川北八幡  川北甲 5440番 1 

６９ 〃 〃 安芸市役所  土居 82-1 

※空中線電力が空白の子局は受信のみ、アンサーバック無し。 
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下
山
班

伊
尾
木
分
団

江
川
班

川
北
分
団

奈
比
賀
班

東
川
分
団

土
居
分
団

井
ノ
口
分
団

畑
山
分
団

安
芸
分
団

中
央
分
団

穴
内
分
団

赤
野
分
団

副
団
長

団
 
長

10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 10w 5w 5w

(あきしょうぼう) （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃） （〃）

22 20・21 25 23・24 27 26 28・29 30・31 32・33 34・35 36・37 38・39 40・41 9・10 2

42 43

移動局（携帯局）

2.　通信連絡系統表
住 民
一般加入電話
公衆電話
携帯電話
NET119

市
役
所

消
防
長

消
防
団
長

電力会社
消防本部

Ｙ

35-3558（代）
緊急電話（119）
34-1244（代 表）
37-9102（総 務
警防、救急救助）
37-9103（予 防）
37-9104（FAX）

テレホンサービス 35-3000
緊急用ＦＡＸ 35-4119

119番34-1111（代）

あききゅうきゅう1～3

あきしょうぼう1～10

あきしょうぼう20～75
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本
部
　
　
　
１

赤
野
　
　
　
６

穴
内
　
　
　
７

西
浜
　
　
　
２

黒
鳥
　
　
　
１

矢
ノ
丸
　
　
２

桜
ヶ
丘
　
　
１

宝
永
町
　
　
１

寿
町
　
　
　
１

港
町
　
　
　
１

千
歳
町
　
　
１

清
和
町
　
　
１

津
久
茂
町
　
１

井
ノ
口
　
　
６

栃
ノ
木
　
　
１

尾
川
・
畑
山
３

土
居
・
僧
津
５

江
川
・
内
原
野
４

川
北
　
　
　
９

入
河
内
・
奈
比
賀
３

伊
尾
木
　
　
４

下
山
　
　
　
８

　３．サイレン遠隔制御装置（安芸市防災行政無線・デジタル波）

サイレン遠隔制御装置

使用回線　　６９

消防本部指令室

サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
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1 月別出場状況表

2 時間帯別出場状況表

3 曜日別出場状況表

4 事故種別救急出場状況表

5 搬送人員

6 年齢別・傷害程度別搬送人員

7 事故種別理由別不搬送件数 

8 救急隊員の行った応急処置件数 

9 覚知別・傷害別件数 

10 事故種別年齢区分別搬送人員 

11 事故種別傷害程度別搬送人員

12 現場到着所要時間別出場件数

13 収容所要時間別搬送人員

14 事故種別医療機関別搬送人員 

15 救急法指導実施状況 

令和6年救急統計
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月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
件数 144 91 129 101 101 120 156 130 125 114 99 128 1438

時間帯 0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 計

件数 46 47 46 100 198 205 172 160 168 138 86 72 1438

１　月別出場状況表表

２　時間帯別出場表

144

91

129

101 101
120

156

130 125
114

99

128

0

50

100

150

200

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

件数

46 47 46

100

198 205

172
160 168

138

86
72

0

50

100

150

200

250

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

件数
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曜日 月 火 水 木 金 土 日 計
件数 232 190 226 205 198 188 199 1438

３　曜日別出場状況表

232

190

226
205 198 188 199

0

50

100

150

200

250

月 火 水 木 金 土 日

件数
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転院 医師 資機材 その他
０～２ 0 0 0 2 0 0 6 2 1 33 2 0 0 0 46
２～４ 0 0 0 2 0 0 7 0 0 34 4 0 0 0 47
４～６ 0 0 1 1 1 0 4 0 0 39 0 0 0 0 46
６～８ 0 0 0 7 0 0 22 0 1 69 1 0 0 0 100
８～10 0 0 1 12 2 0 35 0 1 127 20 0 0 0 198
10～12 0 0 0 12 4 0 27 0 2 110 50 0 0 0 205
12～14 0 0 0 12 2 0 28 0 0 92 38 0 0 0 172
14～16 0 0 0 13 0 1 22 0 0 82 42 0 0 0 160
16～18 0 0 0 21 0 3 31 0 0 82 31 0 0 0 168
18～20 0 0 0 5 0 0 21 0 1 102 8 0 0 1 138
20～22 0 0 2 3 0 0 16 0 1 53 11 0 0 0 86
22～24 0 0 0 0 0 0 11 0 1 55 5 0 0 0 72

計 0 0 4 90 9 4 230 2 8 877 212 0 0 1 1438

４　事故種別救急出場件数

火災 自然 水難 急病
その他

計

時
　
間
　
帯
　
別
　
内
　
訳

交通 労災 運動 負傷 加害 自損

877

230 213

90
9 8 4 4

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

急病 負傷 その他 交通 労災 自損 水難 運動

件数
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火災 自然 水難 交通 労災 運動 負傷 加害 自損 急病 その他 計
０～２ 0 0 0 3 0 0 4 1 1 26 2 37
２～４ 0 0 0 2 0 0 7 0 0 32 4 45
４～６ 0 0 1 1 1 0 4 0 0 34 0 41
６～８ 0 0 0 5 0 0 21 0 1 62 1 90
８～10 0 0 1 8 2 0 31 0 0 115 20 177
10～12 0 0 0 10 4 0 25 0 2 104 50 195
12～14 0 0 0 10 2 0 22 0 0 84 38 156
14～16 0 0 0 11 0 1 19 0 0 77 42 150
16～18 0 0 0 19 0 3 27 0 0 71 30 150
18～20 0 0 0 5 0 0 20 0 0 92 8 125
20～22 0 0 1 4 0 0 15 0 0 43 11 74
22～24 0 0 0 0 0 0 11 0 1 48 5 65

計 0 0 3 78 9 4 206 1 5 788 211 1305

5  搬送人員
搬　　送　　人　　員

時
　
間
　
帯
　
別
　
内
　
訳

0 0 3

78

9 4

206

1 5

788

211

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

火災 自然 水難 交通 労災 運動 負傷 加害 自損 急病 その他

件数
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6　年齢別傷病程度別搬送人員

728
59

163
209

1159

764
77

199
226

331
32
31
55

449 1266

2
1

3

754
75

198
224

1251
1
1

19
1
1

21

3

1

4

3
2

2
7

1
6

18

25

23
1
2
5

31

430
30

108

568

19
1
2
5

27

196
12
2
5

2154

6

6

27
3

40

15
53
55
8

131

負傷 206
その他

計
233

1305

血中
酸素
飽和

心電
図

その
他

788
交通 78

4
6

4

静脈
路確
保

薬剤
投与

血糖
測定

ブドウ
糖投
与

血圧
測定

聴診
器で
聴診

酸素
吸入

気道
確保

保温 被覆
在宅
療法
継続

除細
動

7

141

急病

対象
人員

止血 固定
人工
呼吸

胸骨
圧迫

心肺
蘇生

1

1

4

86

5

19

4

16

91

1

13

3

54

5

17

1

7

4

1

1

2

5

1

25

119

18

1

1

11

3

4

他車（隊）搬送

傷病者なし

誤報・いたずら

その他

計

その他 計
辞退（到着前）

辞退（到着後）

拒否
明らかな死亡

運動 負傷 加害 自損 急病 転院火災 自然 水難 交通 労災

新生児
生後２８日以内

乳幼児
２９日～６歳

少　年
７歳～１７歳

成　人
１８歳～６４歳

老　人
６５歳以上

計

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他

9
9

計
1

19

6
23

29

516
323
13

1004

7
18

100
127

1
253

7　事故種別不搬送理由別不搬送件数

8　救急隊員の行った応急処置件数

26
151
631
482
15

1305

19
133
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男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
１１９番 350 321 117 205 322 7 19 48 101 56 82 2 2 4 1
携帯 676 584 287 303 590 27 30 125 129 121 131 10 10 4 3

警　察
加入電話 405 386 192 196 388 28 39 117 109 45 45 1 1 3
庁内電話
無線電話 1 1 1 1 1
駆付報知 5 4 3 1 4 1 2 1
その他

計 1437 1296 600 705 1305 63 88 292 339 222 259 14 12 9 7

 火災 自然 水難 交通 労災 運動 負傷 加害 自損 急病 転院 その他 計
新生児
乳幼児 2 3 12 2 19
少　年 6 4 4 12 3 29
成　人 1 36 6 32 1 5 140 32 253
老　人 2 34 3 167 624 173 1003

計 3 78 9 4 206 1 5 788 211 1305

火災 自然 水難 交通 労災 運動 負傷 加害 自損 急病 転院 その他 計
死　亡 1 1 1 2 3 17 1 26
重　症 1 3 29 1 72 45 151
中等症 1 22 3 81 1 377 145 630
軽　症 1 53 2 4 92 1 312 17 482
その他 1 2 10 2 15

計 3 78 9 4 206 1 5 788 211 1305

 

その他
内　　　　　　　訳

軽　　症 死　　亡

１1　事故種別障害程度別搬送人員

10　事故種別年齢区分別搬送人員

重　　症 中等症

9　覚知別・障害別件数

取扱人員
救急件数出動件数
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３分以上 ５分以上 10分以上

５分未満 10分未満 20分未満

急　病 4 6 392 414 62 878

交　通 3 39 44 4 90

一般負傷 1 117 103 9 230

その他 2 9 154 71 4 240

計 6 19 702 632 79 1438

10分以上 ２０分以上 ３０分以上 ６０分以上

２０分未満 ３０分未満 ６０分未満 １２０分未満

急　病 6 140 480 155 7 788

交　通 8 38 32 78

一般負傷 41 108 57 206

その他 7 27 143 56 233

計 13 216 769 300 7 1305

１2　現場到着所要時間別出場件数

３分未満 計

１２０分以上 計

20分以上

１3　収容所要時間別搬送人員

１０分未満
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うち管外 うち管外 うち管外 うち管外 うち管外

27 27 3 3 28 28 58 58

647 50 59 23 153 14 138 65 997 152

26 26 6 6 12 12 19 19 63 63

病　院 75 72 11 11 34 33 45 45 165 161

診療所

775 175 76 40 202 62 230 157 1283 434

病　院 6 2 1 1 1 1 8 4

診療所 5 1 3 9

11 2 1 4 1 1 1 17 4

27 27 3 3 28 28 58 58

647 50 59 23 153 14 138 65 997 152

26 26 6 6 12 12 19 19 63 63

病　院 81 74 11 11 35 34 46 46 173 165

診療所 5 1 3 9

786 177 77 40 206 63 231 158 1300 438

2 2 1 1 2 2 5 5

788 179 78 41 206 63 233 160 1305 443

14　事故種別医療機関別搬送人員

国　　立

公　　立

公　　的

救
急
医
療
機
関

私　的

計

その他の場所

合　　計

計

そ
の
他
機
関

計

国　　立

私　的

公　　的

私　的

計

その他 計

公　　立

公　　的

急　　病 交通事故 一般負傷

国　　立

公　　立
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Ｎｏ 月 日 実　　施　　団　　体 対　　象　　者 人員 備　考
1 7 JFEメルトセンター 職員 11
2 8 JFEメルトセンター 職員 11
3 14 洋寿荘 職員 13
4 15 井口老人会 11
5 17 ファミサポ ファミサポ提供会員 7
6 20 ハローワーク 職員 12
7 21 ハローワーク 職員 8
8 6 洋寿荘 職員 13
9 15 内原野会 介護職員 8
10 24 防災士会 防災士 10
11 4 26 ㈱五輪（安芸火葬場） 職員 2
12 7 伊尾木小学校 児童、保護者、職員 14
13 8 ステージ桜ケ丘 施設職員 6
14 12 個人 個人 1
15 15 芸西幼稚園 職員 10
15 16 下山小学校 教員 4
16 24 県立安芸中高等学校 教員 16
17 26 井口国重地区 地区民 35
18 27 県立安芸中高等学校 教員 32
19 2 第一小学校 児童、保護者 25
20 4 穴内小学校 教員 8
21 5 井口小学校 児童、教員 44
22 6 第一小学校 教員 15
23 11 矢ノ丸保育所 職員 12
24 12 矢ノ丸保育所 職員 12
25 13 川北小学校 児童、教員 35
26 14 赤野小学校 児童、保護者、教員 25
27 17 土居小学校 保護者、教員 25
28 19 川北保育所 職員 5
29 21 芸西中学校 生徒、教員 71
30 29 ファミサポ 職員 4
31 30 個人 個人 1
32 1 メルキュール高知土佐 職員 13
33 2 森林管理署 職員 36
34 5 穴内保育所 職員 5
35 8 安芸福祉協議会 ケアマネ、介護職員 36
36 9 学童教員 教員 11
37 11 土居保育所 職員 11
38 17 芸西保育所 保育士、保護者 11
39 18 生涯学習課 プール監視員 4
40 19 芸西村教育委員会 プール監視員 7
41 23 芸西村教育委員会 プール監視員 2
42 6 井口保育所 職員 3
43 23 アーク溶接 特別教育を受講するもの 10
44 5 安芸税務署 職員 11
45 29 川北自主防災訓練 地域住民 20
46 9 福祉保健所 職員 28
47 31 安芸自動車学校 職員 13
48 7 ステージ桜ケ丘 職員 12
49 8 安芸市役所 職員 23
50 16 防災士 受講者 14
51 17 元気フェスタ 来場者 30
52 26 安芸市役所 職員 25

一般救命講習 585

普通救命講習 246

上級救命講習 0

合計 831

7

8

１5　救急法指導実施状況

9

11

10

2

3

5

6
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令和6年度　年報　予防

安芸市消防本部

  1. 防火対象物数

  2. 建築同意事務処理状況

  3. 数量別危険物製造所等の数

  4. 危険物関係事務処理状況

  5.火災予防条例に基づく各種届出状況

  6.消防法第９条の３に基づく届出状況

  7.消防手数料徴収状況（危険物）(煙火消費)

  8.３年間の火災統計

  9.３年間の地区別火災統計

10.３年間（令和2年・3年・4年）の月別火災件数及び
　　原因別火災件数調べ

11.原因別（内訳）火災状況

12.時刻別火災状況

13.曜日別火災状況

14.覚知別火災状況

15.月別火災状況

16.月別火災出動状況

17.業務別火災発生状況
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1～
2Ｆ

3～
6Ｆ

7Ｆ
以上

1～
2Ｆ

3～
6Ｆ

7Ｆ
以上

イ 劇場、映画館、観覧場 1 1 2

ロ 公会堂、集会場 16 1 4 21

イ
キャバレー、カフェー、ナイト
クラブ

1 1

ロ 遊技場、ダンスホール 1 1

イ 待合、料理店類 0

ロ 飲食店 8 2 1 1 12

四
百貨店、マーケットその他物品
販売業を営む店舗又は展示場

32 1 6 39

イ 旅館、ホテル、宿泊所 8 3 7 18

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 8 34 1 7 4 54

イ 病院、診療所、助産所 8 7 4 1 20

ロ
老人短期入所施設、養護老人
ホーム、有料老人ホーム

5 4 2 1 12

ハ
老人デイサービスセンター、軽費老人
ホーム、老人福祉センター、保育所 16 4 20

ニ
幼稚園、盲学校、聾学校又は養
護学校

1 1

七 小、中、高、大、各種学校 22 18 2 2 44

八 図書館、博物館、美術館 2 1 3

十
一

神社、寺院、教会の類 4 1 5

十
二

イ 工場、作業場 32 1 6 39

十
三

イ 自動車車庫又は駐車場 2 1 3

十
四

倉庫 6 1 1 8

十
五

前各項に該当しない事業所 43 16 13 72

イ
複合用途防火対象物のうちその
一部が特定用途に供されるもの

11 16 3 9 1 1 41

ロ
イに掲げる複合用途防火対象物
以外の複合用途防火対象物

1 2 3

十
七

重要文化財、重要有形民族文化
財

1 1

228 108 4 69 10 1 420

安　芸　市

三

五

令和 7年 3月31日現在

計
芸　西　村

種　　　　　　　　類

1．防火対象物数

六

十
六

計

二

一

項　目
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

安芸 1 1 2 1 2 1 8

芸西 1 1

計 1 1 2 1 3 1 9

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

安芸 1 1 2 1 5

芸西 1 1

安芸 1 1 1 3

芸西 0

安芸 0

芸西 0

安芸 0

芸西 0

安芸 0

芸西 0

安芸 1 1 2 1 2 1 8

芸西 1 1

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

安芸 1 2 1 1 5

芸西 1 1

安芸 1 1

芸西 0

安芸 1 1 2

芸西 0

安芸 0

芸西 0

安芸 0

芸西 0

安芸 1 1 2 1 2 1 8

芸西 1 1

その他

計

木造

計

鉄筋コン
クリート

鉄骨造

コンクリー
トブロック

その他

確認申請

2．建築同意事務処理状況

(1)．月別、築造、同意事務処理状況

(2)．月別、構造別、同意事務処理状況

新築

増築

移転

改築
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数　量　別

2 4 6

2 2 2 3 9

13 4 2 1 20

14 1 15

31 10 5 4 50

4 1 3 2 10

1 8 3 4 1 2 19

4 2 11 5 4 1 2 29

35 12 16 9 4 1 2 79

3.数量別危険物製造所等の数 令和7年 3 月 31 日現在  

合
　
　
　
　
　
　
計

　
五
倍
以
下

　
二
百
倍
を
こ
え
千
倍
以
下

　
五
倍
を
こ
え
十
倍
以
下

　
十
倍
を
こ
え
五
十
倍
以
下

　
五
十
倍
を
こ
え
百
倍
以
下

　
百
五
十
倍
を
こ
え
二
百
倍
以
下

　
百
倍
を
こ
え
百
五
十
倍
以
下

合　　　　　　　　　　計

貯
　
　
 
蔵
　
　
　
所

取
　
扱
　
所

屋　内　貯　蔵　所

屋　外　　　〃　　

屋内 タンク 貯蔵所

屋　外　　　〃　　

販　売　　　〃　　

製造所等の別

製　　　　　　造　　　　　所

小　　　　計

地　下　　　〃　　

簡　易　　　〃　　

移　動　　　〃　　

小　　　　計

一　般　取　扱　所

給　油　　　〃　　
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種　別

1 1 2

1 1 2

1 1

1 1 2

1 1

1 3 4

5 6 1 5 1 18

1 1

3 4 1 8

0

3 3

8 11 1 1 19 2 42

月別

種別

1 1 1 2 3 4 4 3 1 20

2 1 1 2 4 2 2 1 6 21

1 2 1 1 1 6

1 1 2 1 1 3 9

2 1 3

1 1 4 2 2 3 2 1 1 3 20

4 10 11 12 15 13 16 11 10 18 6 4 130

0

1 1 1 3

1 2 3 1 7

10 11 14 22 20 21 28 20 20 24 11 18 219

月別
種別

1 2 3

2

6．消防法第9条の3に基づく届出状況

4．危険物関係事務処理状況

10 計38 94

軽微工事届

圧縮アセチレンガス等

予防規程変更認可申請書

温風暖房機設置届

12 1

変更許可

ボイラー設置届

5 6 7 11

道路工事届

 
地
下
タ
ン
ク

 
給
油
取
扱
所

3

発電､変電､蓄電、給湯設備届

防火対象物使用開始届

少量危険物貯蔵取扱届

露店等の開設届

危険物貯蔵所品名・数量変更届

指定可燃物届

5．火災予防条例に基づく各種届出状況

設置者・名称・地名変更届

譲渡・引渡し届

煙火打上げ届

計

計

区　分

貯蔵所

 
屋
外
タ
ン
ク

 
移
動
タ
ン
ク

 
屋
内
タ
ン
ク

保安監督者選解任届

 
簡
易
タ
ン
ク

7

完成検査（設置）

完成検査（変更）

仮使用

 
第
一
種
販
売
所

 
屋
内
貯
蔵
所

 
屋
外
貯
蔵
所

設置許可

計21

 
第
二
種
販
売
所

計

取扱所

12

 
一
般
取
扱
所

108 9

火災とまぎらわしい届

115 64
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1 33,000 1 16,500 1 11,000 1 5,400 4 65,900

1 26,000 1 26,000

1 13,000 1 13,000

1 13,000 1 6,500 2 19,500

1 52,000 1 52,000

2 78,000 2 46,000 1 13,000 2 23,000 1 11,000 1 5,400 9 176,400

7．消防手数料徴収状況（危険物）

月
別

区
分

煙　火　消　費　許　可　関　係

金額

消　費　許　可 合　計

件数 金額 件数

7 2 15,800

計

10

11

12

1

3

（単位：円）　消防手数料徴収状況（煙火消費）

金額
件
数

件
数

件
数

5

2

6

7

金額金額
件
数

件
数

件
数

4

件
数

金額
月
別

金額金額

危　　　　険　　　　物　　　　関　　　　係

合　計
設　　置
完成検査

完　成
検査前検査

仮使用
仮貯蔵

2 15,800

（単位：円）

設置許可

金額

区
分 変　　更

完成検査
変更許可

8

9
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7 2 5 3 3 10 1,350 1,360 1 2

5 2 3 2 17 17

5 3 2 3 21 21

地
区
別

3 2 1

2 1 1

1 1

林
　
野
　
火
　
災

そ
の
他
の
火
災

車
輌
・
船
舶

東
　
　
　
川

安
　
　
　
芸

5

1

9．3年間の地区別火災統計

土
　
　
　
居

8．3年間の火災統計

※建物焼損面積は、焼損床面積と焼損表面積の合計です。

穴
　
　
　
内

4

6

伊
　
尾
　
木

4

ボ
　
　
　
ヤ

建
　
物
　
火
　
災

年
別

火
　
　
災
　
　
件
　
　
数

建
　
物
　
火
　
災

建
　
物
　
（
㎡
）

林
　
野
　
（
ａ
）

焼損面積

区
分

火災の種類

部
　
分
　
焼

畑
　
　
　
山

全
　
　
　
焼

3

焼損棟数

そ
の
他
の
火
災

車
輌
・
船
舶

林
　
野
　
火
　
災

1

損害額（千円）

合
　
　
　
　
　
計

川
　
　
　
北

半
　
　
　
焼

死傷者

7

5

合
　
　
　
計

5

死
　
　
　
　
　
者

負
　
　
傷
　
　
者

井
　
ノ
　
口年

別

5

6

赤
　
　
　
野

中
　
　
　
央
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火災原因

　　種別 そ 調 不

の 査

月別 他 中 明

　　　 1　　月 1 1 1

　　　 2　　月 2 2 2

　　　 3　　月

 　　  4　　月

 　　  5　　月 1 1 1

 　　  6　　月

 　　  7　　月

 　　  8　　月

　　　 9　　月 1 1

　　　10　　月 1 1 2 2

　　　11　　月

　　　12　　月

2 5 7 4 2

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

2 3 5 5

　　　 1　　月 2 2 2

　　　 2　　月 1 1 1

　　　 3　　月 1 1 1

 　　  4　　月

 　　  5　　月

 　　  6　　月

 　　  7　　月

 　　  8　　月 1 1 1

　　　 9　　月

　　　10　　月

　　　11　　月

　　　12　　月

3 2 5 5

10．    3年間(令和4年・5年・6年)の

　　　　月別火災件数及び原因別火災件数調べ

年
　
　
別

火        災        種        別 出  火  原  因  別

建
 
物

林
 
野

船
 
舶

車
　
両

そ
の
他

計
失
 
火

放
 
火

4

計

1

1

5

　　　 1　　月

　　　 2　　月

　　　 3　　月

 　　  4　　月

 　　  5　　月

 　　  6　　月

 　　  7　　月

 　　  8　　月

　　　 9　　月

　　　10　　月

　　　11　　月

　　　12　　月

計

計

6
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(令和6年)

件　　　数 比　率　（％）損害額（千円） 比　率（％）

た　　ば　　こ

ライター

焚　　き　　火

放火

かまど

枯れ草焼き 2 40

不　　　　　明

電気機器 1 20 2 9

そ　　の　　他 2 40 19 91

合　　　計 5 100 21 100

損害額別件数

　　　　　　　　　　10 万未満・・・・・・・・・・・・・　  5件

　　　　　　　　　　10 万 ～ 100 万未満・・・・・・・・　　0件

　　　　　　　　　　100 万 ～ 1,000 万未満 ・・・・・・ 　 0件

　　　　　　　　　　1,000 万以上 ・・・・・・・・・・・ 　 0件

11．原因別（内訳）火災状況
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月別 1 2 3 4 8 6 7 8 9 10 11 12

時刻 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

1 1 2

1 1

1 1

1 1

2 1 1 1 5

12．時刻別火災状況

計

　 0　～　1

　 1　～　2

　 2　～　3

（令和6年） 

　 3　～　4

　 4　～　5

　 5　～　6

　 6　～　7

　 7　～　8

　 8　～  9

  20　～　21

　 9　～　10

  10　～　11

  11　～　12

  12　～　13

  13　～　14

  14　～　15

  21　～　22

  22　～　23

  23　～　24

不　　　　明

計

  15　～　16

  16　～　17

  17　～　18

  18　～　19

  19　～　20
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曜日

月別

1 2

1 1

1

1

2 5

固
定

携
帯

そ
の
他

固
定

携
帯

2 2 1 5

（令和6年）13．曜日別火災状況

日 月 火 水 木 金 土 不明 計

　　　1　　月 1

　　　2　　月

　　　3　　月 1

　　　4　　月

　　　5　　月

　　　6　　月

　　　7　　月

　　　8　　月 1

　　　9　　月

　　 10　　月

覚　知　別

119 加入

事　後
聞　知

駆込

　　 11　　月

　　 12　　月

警察 無線 その他 計

件　　　数

計 2 1

14．覚知別火災状況 （令和6年）
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区　分

月　別 死者 負傷者 林野ａ

2 0

1 17

1 2

1 2

5 21

4(4) 9(0) 13(4) 15 62

2(1) 16(0) 18(1) 8 95

1(0) 1(0) 3 3

2(0) 2(0) 7 7

9(5) 25(0) 34(5) 33 167

（令和6年）

件数 罹災世帯
死傷者 焼損面積

損害額
（千円）建物㎡

15. 月別火災状況

　　 1　　月

　　 2　　月

　　 3　　月

　　 4　　月

　　 5　　月

　　 6　　月

出動人員

　　 7　　月

　　 8　　月

　　 9　　月

　  10　　月

　  11　　月

　  12　　月

16．月別火災出動状況

計 署

計

　焼損面積欄の（　）内は焼損表面積を記載したもの。

（令和6年）

区分 出動ポンプ台数(内放水台数)

団 計

　　 1　　月 47

　　 2　　月 87

月別 署 団

　　 3　　月

　　 4　　月

　　 5　　月

　　 6　　月

　　 7　　月

　　 8　　月

　  12　　月

計 134

出動ポンプ台数については、出動全ポンプ台数と（　）内に放水台数を記入。

　　 9　　月

　  10　　月

　  11　　月
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1 1 1 3

2 2

2 1 1 1 5

17．業態別火災発生状況 （令和6年）

月　別 1
　
月

2
　
月

3
　
月

計
防火対象物 月 月 月

10 11 127
　
月

8
　
月

9
　
月

林　野　火　災

車　両　火　災

船　舶　火　災

4
　
月

5
　
月

6
　
月

そ　　の　　他

そ の 他 火 災

計

建
　
物
　
火
　
災

住　　　　　宅

倉　　　　　庫

作　　業　　場

共　同　住　宅
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令和 6年度消防団 
 

1 消防団機構 

2  消防団定員及び実員数 

3  消防団在職年数人員 

4  消防団年齢別人員 

5  消防団編成表 

6  消防機械車齢別一覧表 

7  機械器具配置状況 

8  ポンプ車配置状況 

9  指揮車、運搬車、小型ポンプ積載車 

防災活動車配置状況 

10  小型ポンプ配置状況 

11  消防団幹部名簿 

12  歴代団長 

13  団員報酬調べ、年報酬(１人当) 

14  出動報酬 

15 手当関係 

16 安芸市消防団員表彰条例 
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１． 消防団機構 

 

団   長 

 

副 団 長 

 

 

 

 

 

 

 

２．消防団定員及び実員数   

 

階級 

区分 
団  長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員 計 

定   員 １ ２  １０  １０  ３０  ４１  １８８  ２８２ 

実   数 １ ２  １０  １０  ３０  ４１  １３９ ２３３ 

 

３．消防団在職年数人員 

項目 

区分 
5年未満 

5年以上 

10年未満 

10年以上 

15年未満 

15年以上 

20年未満 

20年以上 

25年未満 

25年以上 

30年未満 
30年以上 計 

団員数 ４１ ５０ ３８ ３６ ２５ １４ ２９ ２３３ 

 

４．消防団年齢別人員 

年齢 

 

区分 

18歳 

～  
20歳 

21歳 

～  
25歳 

26歳 

～  
30歳 

31歳 

～  
35歳 

36歳 

～  
40歳 

41歳 

～  
45歳 

46歳 

～  
50歳 

51歳 

～  
55歳 

56歳 

～  
60歳 

61歳 

～  
 

計 

団員数 ２ ７ １３ ２５ ２９ ４７ ３９ ３６ ２３ １２ ２３３ 

 

 

 

 

伊
尾
木
分
団 

中

央

分

団 
川

北

分

団 

東

川

分

団 

安

芸

分

団 

土

居

分

団 

穴

内

分

団 

井
ノ
口
分
団 

団

本

部 

赤

野

分

団 

畑

山

分

団 
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５．消防団編成表 

 

 

 

６．消防機械車齢別一覧表                         

区 分 

車 齢 
ポンプ車 運搬車 積載車 指揮車 

防災  

活動車 
小型ポンプ 

1   年   以   内   2   2 

  2     〃   2   2 

  3     〃      2 

  4     〃         2 

  5     〃 5 2    2 

  6     〃  2     

  7     〃  2     

  8     〃  2   1 1 

  9     〃  2     

  10     〃 1      

   11     〃 1      

   12     〃 1     1 

   13     〃 1      

   14     〃 1  1    

   15  年   以   上    1  2 

計 10 10 5 1 1 14 

 

          階 級 

 

 

 

団 名 

階   級   別   内   訳 

団

長 

副

団

長 

分

団

長 

副

分

団

長 

部

長 

班

長 

団

員 

 
 

計 

団    本    部 1 2    1 8 12 

伊 尾 木 分  団   1 1 3 4 22 31 

川   北 分  団   1 1 3 4 21 30 

東   川 分  団   1 1 3 4 12 21 

土   居 分  団   1 1 3 4 11 20 

井 ノ 口 分  団   1 1 3 4 14 23 

畑   山 分  団   1 1 3 4 8 17 

安   芸 分  団   1 1 3 4 10 19 

中   央 分  団   1 1 3 4 11 20 

穴   内 分  団   1 1 3 4 10 19 

赤   野 分  団   1 1 3 4 12 21 

計 1 2    10  10  30  41 139 233 
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７．機械器具配置状況 

車   種 ポンプ車 運  搬  車 積 載 車 指  揮  車 防災活動車 小型ポンプ 計 

台   数 １０  １０  ５  １  １  １４  ４１   

８．ポンプ車配置状況 

区分 

分団名 
登録番号 車  名 

出  力 

（ps） 
年  式 規  格 ポンプ製作所 

伊 尾 木 800さ７０７９ 日野 １５０ ２０１３ ＣＤ－１型 ＧＭいちはら 

川 北 800さ６７２４ トヨタ １５０ ２０１２ ＣＤ－１型 日機 

東 川 800さ９２５２ いす  ゞ １３５ １９９８ ＣＤ－１型 吉谷 

土 居 800さ８１７４ トヨタ １５０ ２０１４ ＣＤ－１型 吉谷 

井 ノ 口 800さ９１４３ いす  ゞ １４０ ２０２０ ＣＤ－１型 モリタ 

畑 山 800さ９１４５ いす  ゞ １４０ ２０２０ ＣＤ－１型 モリタ 

安 芸 800さ６４６１ トヨタ １５０ ２０１１ ＣＤ－１型 日機 

中 央 800さ９１４４ いす  ゞ １４０ ２０２０ ＣＤ－１型 モリタ 

穴 内 800さ７６７８ トヨタ １５０ ２０１５ ＣＤ－１型 日機 

赤 野 800さ９１４１ いす  ゞ １４０ ２０２０ ＣＤ－１型 モリタ 

９．指揮車、運搬車、防災活動車、積載車配置状況 

区分 

分団名 
登録番号 車     名 年   式 用   途 

伊 尾 木 ８００さ８７１０ トヨタ、ダイナ ２０１９ 運 搬 車 

伊 尾 木 ８３０そ１０９ いすゞ、エルフ ２０２４ 小ポ積載車 

川 北 ８００さ９２３６ トヨタ、ダイナ ２０２１ 運 搬 車 

川 北 ８００さ９９２４ いすゞ、エルフ ２０２３ 小ポ積載車 

東 川 ８００さ８９４８ トヨタ、ダイナ ２０２０ 運 搬 車 

土 居 ８００さ８１７４ ニッサン、アトラス ２０１７ 運 搬 車 

井 ノ 口 ８００さ８１７３ ニッサン、アトラス ２０１７ 運 搬 車 

畑 山 ８００さ８７０９ トヨタ、ダイナ ２０１９ 運 搬 車 

安 芸 ８００さ８９４７ トヨタ、ダイナ ２０２０ 運 搬 車 

中 央 ８００さ８４７９ トヨタ、エース ２０１８ 運 搬 車 

穴 内 ８００さ８４７８ トヨタ、エース ２０１８ 運 搬 車 

 穴 内 ８００さ９９２９ いすゞ、エルフ ２０２３ 小ポ積載車 

赤 野 ８３０さ１５２ いすゞ、エルフ ２０２４ 小ポ積載車 

 赤     野 ８００さ９２４１ トヨタ、ダイナ ２０２１ 運 搬 車 

本 部 ８００さ５７８８ スバル、レガシー ２００９ 指 揮 車 

本     部 ８８０あ４１８ ダイハツ、アトレー ２０１１ 軽四積載車 

本 部 ８００さ８３８７ ミツビシ、デリカ ２０１７ 防災活動車 

１０．小型ポンプ配置状況 

区分 

分団名 
配 置 別 ポンプ名 年  式 規  格 出  力 

伊 尾 木 下 山 シバウラ ２０２４ Ｂ  ２ ３３ 

川 北 江 川 シバウラ ２０２３ Ｂ  ２ ３３ 

東 川 奈比賀 シバウラ ２０１９ Ｂ  ２ ３２ 

〃 入河内 シバウラ ２０１６ Ｃ  １ １５ 

〃 丸 石 シバウラ ２０２１ Ｃ  １ １５ 

〃 大 井 シバウラ ２０２１ Ｃ  １ １５ 

〃 古 井 ラビット ２０００ Ｃ  １ １５ 

畑 山 栃ノ木 ラビット ２０２２ Ｃ  １ １５ 

〃 和 田 トーハツ ２０１９ Ｂ  ２ ３０ 

〃 上尾川 シバウラ ２０２０ Ｂ  ３ ５５ 

井 ノ 口 内原野 トーハツ ２０２０ Ｂ  ３ ５５ 

穴 内 穴 内 トーハツ ２０２３ Ｂ  ２ ３０ 

赤 野 赤 野 シバウラ ２０２４ Ｂ  ２ ３３ 

本 部 本 部 トーハツ ２０１１ Ｂ  ２ ２２ 
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１１．消防団幹部名簿 

階  級 所  属 氏  名 

団   長 団  本  部 中  川  洋  文 

副 団 長 団  本  部 小  松  貞  仁 

副 団 長 団  本  部 西  岡  憲  幸 

分 団 長 伊 尾 木 分 団 山  本  正  人 

〃 川  北   〃 西 岡 秀 輝 

〃 東    川   〃 小  松  浩  二 

〃 土    居   〃 畑  山  貴  宏 

〃 井 ノ 口   〃 西  岡  大  作 

〃 畑    山   〃 小  原  忠  明 

〃 安    芸   〃 大  野  恵  三 

〃 中    央   〃 山 下  正 一 郎 

〃 穴    内   〃 前  田   貢 

〃 赤    野   〃 尾  木  成  行 

１２．歴代団長 

代 氏    名 在   職   期   間 備  考 

初 代 野  町  紀稔之助 
自 昭和29年 8月 1日 

至 昭和43年 7月31日 
14年  

２ 代 畑  山  丈  藏 
自 昭和43年 8月 1日 

至 昭和51年 7月31日 
 8年  

３ 代 岡  村  幸  一 
自 昭和51年 8月 1日 

至 昭和55年 7月31日 
 4年  

４ 代 岡  林  重  夫 
自 昭和55年 8月 1日 

至 昭和63年 7月31日 
 8年  

５ 代 吉  永  秀  昭 
自 昭和63年 8月 1日 

至 平成 8年 7月31日 
 8年  

６ 代 五 百 藏     溜 
自 平成 8年 8月 1日 

至 平成16年 7月31日 
 8年  

７ 代 野  町  久 壽 昭 
自 平成16年 8月 1日 

至 平成30年 7月31日 
 14年  

８ 代 安  部  正  治 
自 平成30年 8月 1日 

至 令和 4年 7月31日 
  4年  

９ 代 中  川  洋  文 
自 令和 4年 8月 1日 

至 現在に至る 
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１３．年額報酬（１人当） 

団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員 

82,500円 69,000円 50,500円 45,500円 37,000円 37,000円 36,500円 

１４． 出動報酬 

職務 金額 

水火災出動 1日につき 8,000円 

 

１５．手当関係  

  費用弁償 

職務 金額 

警戒出動、捜索出動、その他の出動 

1 日につき 4,000 円(ただし、1 回の服務時

間が 4 時間を超える場合は、超過した時間 1

時間につき 1,000円を加算して支給する。) 

訓練、研修、会議、その他の消防活動 1時間につき 1,000円 

機器整備 ポンプ自動車 1回につき 430円 

運搬車 1回につき 280円 

積載車 1回につき 280円 

小型動力ポンプ 1回につき 280円 
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１６．安芸市消防団員表彰条例 

 

（昭和５１年３月２４日条例第１４号）

第１条 この条例は、消防業務に精励し、その功績が顕著であった消防団員（以下「団員」 

  という。）を表彰することを目的とする。 

第２条 表彰基準は次のとおりとする。 

 (１) 在職年数１０年以上で退職した団員 

 (２） 公務中事故により死亡又は障害（非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定め

る政令「昭和３１年政令第３３５号」別表第３に定める１級から８級までの等級に

該当する身体障害者をいう。）となり退職した団員 

２ 退職者に授与する金品の額は、前項第１号該当者は別表第１、前項第２号該当者は別

表第２に掲げるとおりとする。 

第３条 表彰は、表彰状及び金品を授与して行う。 

第４条 表彰を受ける者が死亡したときは、表彰状及び金品をその遺族に授与してこれを 

追彰する。 

第５条 在職期間の計算は、団員となった日の属する月から退職した日の属する月までの 

期間とする。 

第６条 この条例の施行に関し、必要な事項は市長が別に定める。 

 

   附  則 

この条例は、昭和５１年４月１日から施行する。 

   附  則（昭和５７年１０月１２日条例第２０号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

   附  則（平成２５年３月２２日条例第１４号） 

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

 

 

別表第１  金品の額          別表第 2 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

在職期間 金品の額 

10年以上 15年未満 40,000円 

15年以上 20年未満 60,000円 

20年以上 25年未満 100,000円 

25年以上 30年未満 150,000円 

30年以上 35年未満 200,000円 

35年以上 40年未満 250,000円 

40年以上 300,000円 

種別 在職期間 金品の額 

死亡 10年以下 200,000円 

10年以上 15年未満 240,000円 

15年以上 20年未満 260,000円 

20年以上 25年未満 300,000円 

25年以上 30年未満 350,000円 

30年以上 400,000円 

障害 10年以下 100,000円 

10年以上 15年未満 140,000円 

15年以上 20年未満 160,000円 

20年以上 25年未満 200,000円 

25年以上 30年未満 250,000円 

30年以上 300,000円 
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